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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

本調査は、市民の教育・保育・子育て支援に関する現在の利用状況や、今後の希望

をうかがい、2020 年度から５年間を期間とする「第２期紀の川市 子ども・子育て

支援事業計画」策定の基礎資料とするために実施しました。 

 

２．調査の内容 

■調 査 地 域：紀の川市全域 

■調査対象者：紀の川市内在住の、 

①小学校入学前の児童（０～５歳）がいる世帯・保護者（1,000 件） 

②小学生の児童（６～９歳）がいる世帯・保護者（1,000 件） 

■抽 出 方 法：住民基本台帳より、対象年齢者がいる世帯を無作為抽出 

■調 査 期 間：平成 30 年 11 月 30 日（金）～12 月 17 日（月） 

■回 収 結 果： 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

小学校入学前児童の世帯 1,000 416 41.6％ 

小学生の世帯 1,000 406 40.6％ 

 

３．報告書の見方 

■回答結果は、小数点以下第２位を四捨五入して、それぞれの割合を示しています。

そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても、合

計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グ

ラフ、表においても同様です。 

■複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合は、合計

が 100.0％を超える場合があります。 

■図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回

答の判別が著しく困難なものです。 

■グラフ及び表の「Ｎ（number of case）」は、有効標本数（集計対象者総数）を表

しています。 

■本文中の設問の選択肢は、文言を簡略化している場合があります。   
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４．回答要約 

（１）居住地区について 

●問１ お住まいの地区。（１つに○） 

小学校入学前の児童がいる世帯（以下、「就学前」という。）、小学生の児童がいる世

帯（以下、「小学生」という。）ともに、「打田地域」が 3 割を超え、最も多くなってい

ます。就学前、小学生ともに、「貴志川地域」が第 2 位で、いずれも 3 割を超えていま

す。 

 

（２）子どもと家庭の状況について 

●問３ 子どものきょうだいの数（本人を含む）と末子の年齢（平成 30 年 11 月

１日時点）。（数字で記入） 

就学前では、「２人」が４割を超え、最も多くなっています。小学生では、「２人」が

半数を超え、最も多くなっています。 

 

●問５ 回答者の配偶関係。（１つに○） 

就学前では、「配偶者がいる」が 9 割を超え、最も多くなっています。小学生では、

「配偶者がいる」が８割を超え、最も多くなっています。前回調査（平成 26 年２月実

施）との比較では、「配偶者がいる」が就学前、小学生ともに増加しています。 

 

（３）子どもの育ちをめぐる環境について 

●問８ 子育てや子どもの教育に日常的に関わっている人や施設。 

（○はいくつでも） 

就学前では、「父母ともに」が６割を超え、最も多くなっています。小学生では、「父

母ともに」が６割近くとなり、最も多くなっています。前回調査との比較では、就学前

で「父母ともに」と「保育所」が、小学生で「父母ともに」と「小学校」が増加してい

ます。 

 

●問９ 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人はいるか。（○はいくつでも） 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が就学前で６割近く、

小学生で半数近くと、それぞれ最も多くなっています。前回調査との比較では、小学生

で「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が減少し、「日常的

に祖父母等の親族にみてもらえる」が増加しています。 
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●問 10 子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所はあるか。 

（１つに○） 

就学前、小学生ともに、「いる／ある」が９割前後となっています。前回調査との比

較では、就学前で「いる／ある」が増加しています。 

 

（４）保護者の仕事の状況について 

●問 12 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）と１年以内の希望。 

（それぞれ１つに○） 

＜母親の現状＞ 

「パートタイムなどで働いている」が就学前で４割近く、小学生で半数近くと、それ

ぞれ最も多くなっています。前回調査との比較では、就学前で「パートタイムなどで働

いている」が増加し、「フルタイムで働いている」と「専業主婦」が減少しています。

小学生で「フルタイムで働いている」と「パートタイムなどで働いている」が増加し、

「専業主婦」が減少しています。 

＜父親の現状＞ 

就学前、小学生ともに「フルタイムで働いている」が８割を超えています。前回調査

との比較では、就学前で「パートタイムなどで働いている」が増加し、「フルタイムで

働いている」と「専業主夫」が減少しています。小学生で「パートタイムなどで働いて

いる」が増加し、「フルタイムで働いている」が減少しています。 

 

（５）平日の定期的な教育・保育サービスの利用状況について 

●問 14（就学前） 子どもの幼稚園や保育所、認定こども園などの利用の有無。

（１つに○） 

「利用している」が７割近くとなっています。前回調査との比較では、「利用してい

る」が 7.5ポイント増加しています。 

 

●問 14-１（就学前） 子どもが、現在、定期的に利用しているサービスと、今

後利用したいサービス。（○はいくつでも） 

定期的に利用しているサービスでは、「公立の認可保育所」が４割を超え、最も多く

なっています。「公立の認可保育所」と「私立の認可保育所」を合わせると、７割を超

えています。今後利用したいサービスでは、「公立の認可保育所」が４割を超え、「公立

の認可保育所」と「私立の認可保育所」を合わせると、７割を超えています。現状と希

望の大きな乖離はみられませんでした。 
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（６）地域の子育て支援事業（サービス）の利用状況について 

●問 18（就学前） ●問 14（小学生） 

地域子育て支援センターの利用の有無（１つに○）と、利用したことがある人

の利用頻度（数字で記入）。 

＜就学前＞ 

「利用したことがある」と「利用したことはない」が、いずれも半数近くとなってい

ます。前回調査との比較では、「利用したことがある」が 35.7 ポイントと、大幅に増

加しています。 

＜小学生＞ 

「利用したことがある」が、３割近くとなっています。 

 

●問 18（就学前） 地域子育て支援センターの利用意向（１つに○）と、希望

の利用頻度（数字で記入）。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が６割近くとなっていま

す。前回調査との比較では、「利用していないが、今後利用したい」が 9.5ポイント減

少し、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 5.7ポイント増加

しています。 

 

（７）土曜日や日曜日・祝日の教育・保育サービスの利用希望について 

●問 21（就学前） 土曜日や日曜日・祝日の定期的な教育・保育サービスの利

用希望（それぞれ１つに○）と、利用希望時間（数字で記

入）。 

「利用する必要はない」が土曜日で６割近く、日曜日・祝日で７割以上となっていま

す。前回調査との比較では、土曜日に「利用する必要はない」と答えた人が 8.3ポイン

ト減少し、「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」がやや増加してい

ます。日曜日・祝日に「利用する必要はない」と答えた人がほぼ前回並みで、「ほぼ毎

週利用したい」がやや減少、「月に１～２回は利用したい」がやや増加しています。 
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（８）子どもの放課後の過ごし方について 

●問 26（就学前） 子どもが小学校に上がったら、放課後の時間をどこで過ご

させたいか。（子どもが５歳以上の人への質問） 

（○はいくつでも） 

●問 17（小学生） 子どもに放課後の時間をどこで過ごさせたいか。 

（○はいくつでも） 

＜就学前＞ 

低学年（１～3 年生）の間は、「自宅」と「放課後児童クラブ（学童保育）」がともに

半数近くとなっており、「習い事」が 3 割近くとなっています。前回調査との比較では、

「自宅」「祖父母宅や友人・知人宅」と「習い事」が 2 ケタ（10.0 ポイント以上）の

減少となり、「放課後児童クラブ（学童保育）」が 8.1ポイント増加しています。 

高学年（４～６年生）の間は、「自宅」が半数近く、「習い事」が４割近く、「放課後児

童クラブ（学童保育）」が２割近くとなっています。前回調査との比較では、「自宅」「祖

父母宅や友人・知人宅」と「習い事」が 20.0 ポイント以上の減少となっており、「放

課後児童クラブ（学童保育）」が 10.0ポイント近い減少となっています。 

＜小学生＞ 

低学年（１～3 年生）の間は、「自宅」が 7 割近くとなっており、「習い事」が 6 割

近く、「放課後児童クラブ（学童保育）」が４割近くとなっています。前回調査との比較

では、「自宅」「祖父母宅や友人・知人宅」「習い事」と「放課後児童クラブ（学童保育）」

が増加しており、なかでも「自宅」が２ケタ近い増加となっています。 

高学年（４～６年生）の間は、「自宅」が８割近く、「習い事」が６割近く、「祖父母宅

や友人・知人宅」が３割近くとなっています。前回調査との比較では、「自宅」と「放

課後児童クラブ（学童保育）」が増加しており、なかでも「放課後児童クラブ（学童保

育）」が２ケタの増加となっています。 

 

（９）職場の両立支援制度について 

●問 28（就学前） ●問 19（小学生） 

子どもが生まれた時の育児休業取得の有無。（それぞれ１つに○） 

＜就学前＞ 

母親では、「働いていなかった」が半数近くとなっており、「取得した（取得中である）」

が４割近くとなっています。前回調査との比較では、「働いていなかった」が減少し、

「取得した（取得中である）」が２ケタの増加となっています。 

父親では、「取得していない」が９割近くとなっています。前回調査との比較では、

「取得した（取得中である）」と「取得しない」がやや増加しています。 
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＜小学生＞ 

母親では、「働いていなかった」が６割近くとなっており、「取得した（取得中である）」

が２割強、「取得していない」が１割近くとなっています。前回調査との比較では、「働

いていなかった」が減少し、「取得した（取得中である）」と「取得していない」がやや

増加しています。 

父親では、「取得していない」が９割近くとなっています。前回調査との比較では、

「取得した（取得中である）」がやや増加しています。 

 

（10）子どもの生活について 

●問 20（小学生） 過去１年間に、お金がなくて家族が必要とする食料や衣服

が買えないことがあったか。（１つに○） 

「なかった」が９割近くと、最も多くなっています。「年に１～３回ぐらいあった」

が 6.8％となっています。 

 

●問 23（小学生） 子どもにかかる費用のうち、経済的に負担が大きいと感じ

るものは何か。（○はいくつでも） 

「学習塾や習い事にかかる費用」が 7 割近くと、最も多くなっています。「制服・体

操服の購入費」が４割近く、「給食費等の学校の諸経費」が２割近くとなっています。 

 

（11）その他について 

●問 30（就学前） ●問 25（小学生） 

紀の川市の子育ての環境や支援制度への満足度。（５段階評価） 

就学前、小学生とも、「満足度３」（普通）が最も多くなっています。前回調査との比

較では、就学前、小学生とも、「３」（普通）、「４」（やや高い）と「５」（高い）が増加

しています。 
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Ⅱ 調査対象者の属性や家庭状況など 

１．居住地区 

問１ お住まいの地区。（１つに○） 

就学前では、「打田地域」が 34.6％と最も多く、次いで「貴志川地域」が 32.0％、

「粉河地域」が 13.7％となっています。 

小学生では、「打田地域」が 33.3％と最も多く、次いで「貴志川地域」が 32.5％、

「粉河地域」が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子どもと家庭の状況 

問２ 子どもの年齢（平成 30 年 11 月１日時点）。（数字で記入） 

就学前では、「５歳」が 19.0％と最も多く、次いで「２歳」が 15.6％、「１歳」が

14.4％となっています。 

小学生では、「７歳」が 18.6％と最も多く、次いで「８歳」が 17.6％、「10 歳」が

17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.6 

33.3 

13.7 

14.7 

9.6 

7.8 

9.1 

9.5 

32.0 

32.5 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

打田地域 粉河地域 那賀地域 桃山地域 貴志川地域 不明・無回答

11.5 

14.4 

15.6 

13.2 

14.2 

19.0 

10.6 

1.4 

0 10 20 30

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

不明・無回答

就学前（N＝416）

（％）

6.6 

18.6 

17.6 

14.2 

17.1 

16.6 

7.3 

2.0 

0 10 20 30

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

不明・無回答

小学生（N＝409）

（％）
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問３ 子どものきょうだいの数（本人を含む）と末子の年齢（２人以上の子ど

もがいる場合。平成 30 年 11 月１日時点）。（数字で記入） 

＜きょうだいの数＞ 

就学前では、「２人」が 44.0％と最も多く、次いで「１人」が 25.0％、「３人」が

15.6％となっています。 

小学生では、「２人」が 52.1％と最も多く、次いで「３人」が 24.2％、「１人」が

14.9％となっています。 

＜末子の年齢＞ 

就学前では、「１歳」が 22.6％と最も多く、次いで「０歳」が 21.8％、「３歳」が

14.6％となっています。 

小学生では、「７歳」が 13.1％と最も多く、次いで「６歳」が 9.8％、「８歳」が 9.5％

となっています。 

 

＜きょうだいの数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜末子の年齢＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.0 

14.9 

44.0 

52.1 

15.6 

24.2 

3.1 

6.1 

12.3 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

1人 2人 3人 4人以上 不明・無回答

21.8 

22.6 

13.8 

14.6 

10.0 

13.0 

3.4 

0.8 

0 10 20 30

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

不明・無回答

就学前（N＝261）

（％）

2.1 

1.8 

2.7 

4.2 

6.8 

9.2 

9.8 

13.1 

9.5 

8.6 

7.7 

6.2 

2.7 

15.7 

0 10 20 30

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

不明・無回答

小学生（N＝337）

（％）
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問４ 回答者の内訳（子どもからみた関係）。（１つに○） 

就学前では、「母親」が 93.5％、「父親」が 5.5％となっています。 

小学生では、「母親」が 88.5％、「父親」が 8.3％、「その他」が 1.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 回答者の配偶関係。（１つに○） 

就学前では、「配偶者がいる」が 93.0％、「配偶者はいない」が 5.5％となっていま

す。 

小学生では、「配偶者がいる」が 85.1％、「配偶者はいない」が 12.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

  

93.5 

88.5 

5.5 

8.3 

0.0 

1.0 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

母親 父親 その他 不明・無回答

93.0 

85.1 

5.5 

12.5 

1.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

配偶者がいる 配偶者はいない 不明・無回答
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問６ 子どもの子育てや教育を主に行っている人。（１つに○） 

就学前では、「父母ともに」が 60.1％と最も多く、次いで「主に母親」が 38.2％、

「主に祖父母」が 0.5％となっています。 

小学生では、「父母ともに」が 54.8％と最も多く、次いで「主に母親」が 38.6％、

「主に父親」が 2.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 世帯人数。（数字で記入） 

就学前では、「４人」が 46.2％と最も多く、次いで「３人」が 21.4％、「５人」が

19.0％となっています。 

小学生では、「４人」が 45.2％と最も多く、次いで「５人」が 23.5％、「３人」が

13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.1 

38.2 

0.0 

0.5 

0.2 

1.0 

54.8 

38.6 

2.2 

1.2 

1.2 

2.0 

0 20 40 60 80

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

不明・無回答

就学前（N=416） 小学生（N=409）

（％）

1.7 

21.4 

46.2 

19.0 

6.3 

2.4 

1.9 

1.2 

2.2 

13.2 

45.2 

23.5 

9.3 

2.7 

1.7 

2.2 

0 20 40 60

２人以下

３人

４人

５人

６人

７人

８人以上

不明・無回答

就学前（N=416） 小学生（N=409）

（％）
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３．子どもの育ちをめぐる環境 

問８ 子育てや子どもの教育に日常的に関わっている人や施設。 

（○はいくつでも） 

就学前では、「父母ともに」が 65.4％と最も多く、次いで「保育所」が 49.0％、「祖

父母」が 34.4％となっています。 

小学生では、「父母ともに」が 57.9％と最も多く、次いで「小学校」が 53.1％、「母

親」が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.4 

26.2 

1.7 

34.4 

7.9 

49.0 

4.6 

5.3 

1.0 

0 20 40 60 80

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

不明・無回答

就学前（N＝416）

（％）

57.9 

33.3 

3.2 

30.8 

53.1 

12.7 

3.7 

2.0 

0 20 40 60 80

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

その他

不明・無回答

小学生（N＝409）

（％）



12 

 

問９ 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人はいるか。（○はいくつでも） 

就学前では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が

60.1％と最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 40.1％、「緊

急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が 4.1％となって

います。 

小学生では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が

52.3％と最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 40.1％、「緊

急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が 7.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.1 

60.1 

1.4 

4.1 

3.1 

3.1 

40.1 

52.3 

2.7 

7.3 

6.4 

4.4 

0 20 40 60 80

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

就学前（N=416） 小学生（N=409）

（％）
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問９で「１.日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」または「２.緊急時もし

くは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」に○をつけた人への質問 

問９-1 子どもをみてもらっている状況。（○はいくつでも） 

就学前では、「（祖父母等の親族の）身体的・精神的な負担や時間的制約を心配するこ

となく、安心して子どもをみてもらえる」が 58.6％と最も多く、次いで「時間的制約

や精神的な負担が大きく心配である」が 23.2％、「身体的負担が大きく心配である」が

20.8％となっています。 

小学生では、「身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子

どもをみてもらえる」が 62.0％と最も多く、次いで「自分たち親の立場として、負担

をかけていることが心苦しい」が 19.0％、「時間的制約や精神的な負担が大きく心配で

ある」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.6 

20.8 

23.2 

19.8 

6.8 

3.4 

0.8 

62.0 

14.8 

17.3 

19.0 

6.1 

3.4 

0.3 

0 20 40 60 80

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

不明・無回答

就学前（N=384） 小学生（N=358）

（％）
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問９で「３.日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」または「４.緊

急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」に○をつ

けた人への質問 

問９-２ 友人・知人に子どもみてもらっている状況。（○はいくつでも） 

就学前では、「（友人・知人の）身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することな

く、安心して子どもをみてもらえる」が 65.0％と最も多く、次いで「自分たち親の立

場として、負担をかけていることが心苦しい」が 30.0％、「身体的負担が大きく心配で

ある」が 15.0％となっています。 

小学生では、「身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子

どもをみてもらえる」が 50.0％と最も多く、次いで「身体的負担が大きく心配である」

が 25.0％、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 16.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.0 

15.0 

5.0 

30.0 

5.0 

10.0 

0.0 

50.0 

2.8 

25.0 

16.7 

0.0 

11.1 

5.6 

0 20 40 60 80

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

不明・無回答

就学前（N=20） 小学生（N=36）

（％）
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問 10 子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所はあるか。 

（１つに○） 

就学前では、「いる／ある」が 94.7％、「いない／ない」が 1.9％となっています。 

小学生では、「いる／ある」が 89.5％、「いない／ない」が 5.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 で「１.いる／ある」に○をつけた人への質問 

問 10-１ 気軽に相談できる先は、誰（どこ）か。（○はいくつでも） 

就学前では、「祖父母等の親族」が85.8％と最も多く、次いで「友人や知人」が76.6％、

「保育士、幼稚園教諭」が 38.6％となっています。 

小学生では、「祖父母等の親族」が82.5％と最も多く、次いで「友人や知人」が77.3％、

「小学校の先生」が 36.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.7 

89.5 

1.9 

5.1 

3.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

いる／ある いない／ない 不明・無回答

82.5 

77.3 

14.5 

1.6 

0.3 

36.3 

1.6 

0.0 

11.5 

1.4 

4.1 

0.0 

0 50 100

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

地域子育て支援センター、児童館等

保健所・保健福祉センター

小学校の先生

スクールカウンセラーなど

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓口

その他

不明・無回答

小学生（N＝366）

（％）

85.8 

76.6 

11.2 

12.9 

2.3 

2.3 

38.6 

0.0 

22.1 

4.6 

2.5 

1.3 

0 50 100

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

地域子育て支援センター、児童館等

保健所・保健福祉センター

子育て世代包括支援センター

保育士、幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓口

その他

不明・無回答

就学前（N＝394）

（％）
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問 11 子育てや教育をする上で、行政に希望するなサポート。 

（○はいくつでも） 

就学前では、「子どもの遊び場や居場所の整備」が 70.9％と最も多く、次いで「経済

的な支援（医療費の支給、児童手当、保育料軽減など）」が 68.3％、「子どもの交通安

全や防犯対策」が 55.3％となっています。 

小学生では、「子どもの交通安全や防犯対策」が 54.3％と最も多く、次いで「経済的

な支援」が 52.1％、「子どもの遊び場や居場所の整備」が 46.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.2 

68.3 

35.6 

42.5 

28.4 

27.2 

30.5 

70.9 

55.3 

22.8 

43.8 

2.6 

7.7 

18.8 

52.1 

35.7 

35.2 

26.2 

18.8 

18.1 

46.9 

54.3 

22.7 

40.3 

3.4 

17.6 

0 20 40 60 80

妊婦や新生児の健康診断や相談

経済的な支援

（医療費の支給、児童手当、保育料軽減など）

子どもの学力の向上

子どもの健康や体力の向上

道徳や公共心の育成

子どもの悩みなどに対する支援

（カウンセリングなど）

親に対する育児支援

（保育サービスや相談など）

子どもの遊び場や居場所の整備

子どもの交通安全や防犯対策

子どもの非行防止

いじめや児童虐待の防止

その他

不明・無回答

就学前（N=416） 小学生（N=409）

（％）
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４．保護者の仕事の状況 

問 12 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）と１年以内の希望。

（それぞれ１つに○）      

＜母親の現状＞ 

就学前では、「パートタイムなどで働いている」が 37.0％と最も多く、次いで「専業

主婦」が 30.3％、「フルタイムで働いている」が 26.4％となっています。 

小学生では、「パートタイムなどで働いている」が 49.6％と最も多く、次いで「フル

タイムで働いている」が 30.3％、「専業主婦」が 13.0％となっています。 

＜父親の現状＞ 

就学前では、「フルタイムで働いている」が 83.2％と最も多く、次いで「パートタイ

ムなどで働いている」が 7.2％、「専業主夫」が 0.2％となっています。 

小学生では、「フルタイムで働いている」が 77.8％と最も多く、次いで「パートタイ

ムなどで働いている」が 7.3％、「専業主夫」が 0.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.4 

30.3 

37.0 

49.6 

30.3 

13.0 

6.3 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

フルタイムで働いている パートタイムなどで働いている

専業主婦 不明・無回答

＜母親／現状＞ 

83.2 

77.8 

7.2 

7.3 

0.2 

0.5 

9.4 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

フルタイムで働いている パートタイムなどで働いている

専業主夫 不明・無回答

＜父親／現状＞ 
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【前回調査との比較】 

前回の調査（平成 26 年２月実施）との比較でみると、以下の通りとなっています。 

＜母親の現状＞ 

就学前では、「フルタイムで働いている」が 1.7 ポイント減、「パートタイムなどで働い

ている」が 7.4 ポイント増、「専業主婦」が 10.6 ポイント減となっています。 

小学生では、「フルタイムで働いている」が 1.0 ポイント増、「パートタイムなどで働い

ている」が 1.5 ポイント増、「専業主婦」が 7.8 ポイント減となっています。 

＜父親の現状＞ 

就学前では、「フルタイムで働いている」が 0.6 ポイント減、「パートタイムなどで働い

ている」が 6.0 ポイント増、「専業主夫」が 0.3 ポイント減となっています。 

小学生では、「フルタイムで働いている」が 6.6 ポイント減、「パートタイムなどで働い

ている」が 6.8 ポイント増、「専業主夫」が前回並み（±０ポイント）となっています。 

 

前回調査の結果＜母親／現状＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査の結果＜父親／現状＞ 

28.1

29.3

29.6

48.1

40.9

20.8

1.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=413）

小学生

（N=212）

フルタイムで働いている パートタイムなどで働いている

専業主婦 不明・無回答

83.8 

84.4 

1.2 

0.5 

0.5 

0.5 

14.5 

14.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=413）

小学生

（N=212）

フルタイムで働いている パートタイムなどで働いている

専業主夫 不明・無回答
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＜母親の希望＞ 

就学前では、「パートタイムなどで働きたい」が 46.2％と最も多く、次いで「フルタ

イムで働きたい」が 27.9％、「専業主婦」が 13.0％となっています。 

小学生では、「パートタイムなどで働きたい」が 46.9％と最も多く、次いで「フルタ

イムで働きたい」が 26.9％、「専業主婦」が 6.8％となっています。 

＜父親の希望＞ 

就学前では、「フルタイムで働きたい」が 73.8％と最も多く、次いで「パートタイム

などで働きたい」が 6.3％、「専業主夫」が 0.2％となっています。 

小学生では、「フルタイムで働きたい」が 69.4％と最も多く、次いで「パートタイム

などで働きたい」が 4.6％、「専業主夫」が 0.5％となっています。 

 

 

 

 

  
27.9 

26.9 

46.2 

46.9 

13.0 

6.8 

13.0 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

フルタイムで働きたい パートタイムなどで働きたい

専業主婦 不明・無回答

＜母親／希望＞ 

73.8 

69.4 

6.3 

4.6 

0.2 

0.5 

19.7 

25.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

小学生

（N=409）

フルタイムで働きたい パートタイムなどで働きたい

専業主夫 不明・無回答

＜父親／希望＞ 
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問 12 で「パートタイムなどで働いている（働きたい）」と答えた人への質問 

問 12-２ １日の勤務時間と１週間の勤務日数（現状と希望）。（数字で記入） 

＜母親の勤務時間／現状＞ 

就学前では、「５時間」と「６時間」がともに 28.6％と最も多く、次いで「４時間」

が 14.9％となっています。 

小学生では、「５時間」が 25.6％と最も多く、次いで「６時間」が 21.2％、「４時

間」と「８時間」がともに 16.7％となっています。 

＜父親の勤務時間／現状＞ 

就学前では、「10 時間」が 36.7％と最も多く、次いで「８時間」が 33.3％、「12

時間」が 13.3％となっています。 

小学生では、「８時間」が 43.3％と最も多く、次いで「10 時間」が 23.3％、「７時

間」「９時間」と「12 時間」がいずれも 6.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

33.3 

3.3 

36.7 

3.3 

13.3 

0.0 

3.3 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.3 

6.7 

43.3 

6.7 

23.3 

0.0 

6.7 

0.0 

6.7 

0 10 20 30 40 50

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

就学前（N=30） 小学生（N=30）

（％）

0.0 

0.6 

1.9 

14.9 

28.6 

28.6 

11.0 

9.7 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 

1.0 

0.5 

5.4 

16.7 

25.6 

21.2 

9.9 

16.7 

0.5 

0.5 

0.0 

0.0 

0.5 

1.5 

0 10 20 30 40 50

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

就学前（N=154） 小学生（N=203）

（％）

＜母親の勤務時間／現状＞ ＜父親の勤務時間／現状＞ 
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＜母親の勤務日数／現状＞ 

就学前では、「５日」が 51.9％と最も多く、次いで「４日」が 29.2％、「３日」が

8.4％となっています。 

小学生では、「５日」が 49.8％と最も多く、次いで「４日」が 28.6％、「３日」が

13.3％となっています。 

＜父親の勤務日数／現状＞ 

就学前では、「６日」が 53.3％と最も多く、次いで「５日」が 33.3％、「３日」と

「７日」がともに 3.3％となっています。 

小学生では、「６日」が 43.3％と最も多く、次いで「５日」が 40.0％、「７日」が

3.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜母親の勤務日数／現状＞ 

0.6 

3.2 

8.4 

29.2 

51.9 

1.9 

0.0 

4.5 

0.5 

3.0 

13.3 

28.6 

49.8 

2.5 

0.5 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

就学前（N=154） 小学生（N=203）

（％）

0.0 

0.0 

3.3 

0.0 

33.3 

53.3 

3.3 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

43.3 

3.3 

13.3 

0 10 20 30 40 50 60

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

就学前（N=30） 小学生（N=30）

（％）

＜父親の勤務日数／現状＞ 
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＜母親の勤務時間／希望＞ 

就学前では、「５時間」が 28.6％と最も多く、次いで「６時間」が 28.1％、「４時

間」が 16.1％となっています。 

小学生では、「５時間」が 26.6％と最も多く、次いで「６時間」が 24.5％、「４時

間」が 15.6％となっています。 

＜父親の勤務時間／希望＞ 

就学前では、「８時間」が 65.4％と最も多く、次いで「10 時間」が 19.2％、「９時

間」が 7.7％となっています。 

小学生では、「８時間」が 47.4％と最も多く、次いで「10 時間」が 21.1％、「７時

間」と「９時間」がともに 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

3.1 

16.1 

28.6 

28.1 

5.7 

9.4 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

1.0 

0.0 

4.7 

15.6 

26.6 

24.5 

6.8 

10.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.4 

0 10 20 30 40

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

就学前（N=192） 小学生（N=192）

（％）

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

65.4 

7.7 

19.2 

0.0 

3.8 

3.8 

0.0 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

47.4 

10.5 

21.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

0 20 40 60 80

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

就学前（N=26） 小学生（N=19）

（％）

＜母親の勤務時間／希望＞ ＜父親の勤務時間／希望＞ 
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＜母親の勤務日数／希望＞ 

就学前では、「５日」が 42.2％と最も多く、次いで「４日」が 30.7％、「３日」が

14.6％となっています。 

小学生では、「５日」が 44.3％と最も多く、次いで「４日」が 24.0％、「３日」が

18.2％となっています。 

＜父親の勤務日数／希望＞ 

就学前では、「５日」が 73.1％と最も多く、次いで「６日」が 15.4％、「３日」と

「７日」がともに 3.8％となっています。 

小学生では、「５日」が 68.4％と最も多く、次いで「６日」が 15.8％、「４日」と

「７日」がともに 5.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

2.1 

14.6 

30.7 

42.2 

2.6 

0.0 

7.8 

0.0 

2.1 

18.2 

24.0 

44.3 

0.5 

0.0 

10.9 

0 10 20 30 40 50

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

就学前（N=192） 小学生（N=192）

（％）

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

73.1 

15.4 

3.8 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

68.4 

15.8 

5.3 

5.3 

0 20 40 60 80

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

就学前（N=26） 小学生（N=19）

（％）

＜母親の勤務日数／希望＞ ＜父親の勤務日数／希望＞ 
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問 13 2017 年の世帯収入の合計額（手取り収入）。（１つに○） 

就学前では、「350～400万円未満」が 12.0％と最も多く、次いで「450～500万

円未満」が 10.8％、「450～500万円未満」と「500～550万円未満」がともに 10.3％

となっています。 

小学生では、「450～500万円未満」が 10.5％と最も多く、次いで「400～450万

円未満」が 10.0％、「350～400万円未満」が 9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.2 

1.2 

1.2 

1.4 

5.0 

8.9 

8.2 

12.0 

10.8 

10.3 

10.3 

4.8 

0.2 

0.7 

2.2 

1.5 

3.7 

2.4 

6.4 

9.0 

10.0 

10.5 

7.8 

8.1 

0 5 10 15

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～550万円未満

550～600万円未満

就学前（N=416） 小学生（N=409）

（％）

5.5 

3.8 

1.7 

1.2 

1.2 

2.6 

0.7 

1.2 

1.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

4.8 

6.8 

3.2 

4.6 

2.7 

3.4 

2.7 

0.7 

1.2 

1.0 

0.7 

0.5 

0.0 

0.0 

1.5 

8.3 

0 5 10 15

600～650万円未満

650～700万円未満

700～750万円未満

750～800万円未満

800～850万円未満

850～900万円未満

900～950万円未満

950～1,000万円未満

1,000～1,100万円未満

1,100～1,200万円未満

1,200～1,300万円未満

1,300～1,400万円未満

1,400～1,500万円未満

1,500万円以上

不明・無回答

就学前（N=416） 小学生（N=409）

（％）
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12.6

7.0

44.6

30.5

7.0

2.1

0.0

1.1

0.7

0.0

0.0

0.7

1.8

1.1

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

公立の認可保育所

私立の認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

企業主導型保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=285）

Ⅲ 小学校入学前の児童に関する調査結果 

 

１．平日の定期的な教育・保育サービスの利用状況 

問 14 子どもの幼稚園や保育所、認定こども園などの利用の有無。（１つに○） 

「利用している」が 68.5％、「利用していない」が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-１ 子どもが、現在、定期的に利用しているサービスと、今後利用した

いサービス。（○はいくつでも） 

利用しているサービスでは、「公立の認可保育所」が 44.6％と最も多く、次いで「私

立の認可保育所」が 30.5％、「幼稚園」が 12.6％となっています。 

 

＜利用中のサービス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.5 30.5 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

利用している 利用していない 不明・無回答
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利用を希望するサービスでは、「公立の認可保育所」が 43.0％と最も多く、次いで

「私立の認可保育所」が 29.3％、「認定こども園」が 17.8％となっています。 

 

＜利用を希望するサービス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.5

9.1

43.0

29.3

17.8

5.3

1.9

2.4

1.7

1.2

2.6

5.5

2.9

19.0

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

公立の認可保育所

私立の認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

企業主導型保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=416）

【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、以下の通りとなっています。 

 

 前回（％） 

（N=415） 

今回（％） 

（N=416） 

対前回比 

（ポイント） 

幼稚園 22.9 13.5 ▲9.4 

幼稚園の預かり保育 12.3 9.1 ▲3.2 

公立の認可保育所 
75.9 72.3 ▲3.6 

私立の認可保育所 

認定こども園 10.1 17.8 7.7 

小規模な保育施設 - 5.3 - 

家庭的保育 2.4 1.9 ▲0.5 

事業所内保育施設 6.0 2.4 ▲3.6 

企業主導型保育施設 1.9 1.7 ▲0.2 

その他の認可外の保育施設 1.2 1.2 0.0 

居宅訪問型保育 2.7 2.6 ▲0.1 

ファミリー・サポート・センター 9.9 5.5 ▲4.4 

その他 1.4 2.9 1.5 

不明・無回答 4.1 19.0 14.9 

「▲」はマイナス 

前回の選択肢に「小規模な保育施設」は、なし 

 



27 

 

問 14-２ 平日に定期的に利用している教育・保育サービスの利用頻度と利用

時間、及び希望する利用頻度と利用時間。（数字で記入） 

現在の利用頻度では、「（週に）5日」が 89.8％と最も多く、次いで「６日」が 5.6％、

「１日」「４日」と「７日」がいずれも 0.4％となっています。 

希望する利用頻度では、「５日」が 68.8％と最も多く、次いで「６日」が 9.5%、

「１日」と「４日」がともに 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4

0.0

0.0

0.4

89.8

5.6

0.4

3.5

0 20 40 60 80 100

週1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

（％）（N=285）

0.7

0.0

0.0

0.7

68.8

9.5

0.4

20.0

0 20 40 60 80 100

週1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

（％）（N=285）

＜利用頻度／現在＞ 

＜利用頻度／希望＞ 
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現在の利用時間では、「（１日に）８時間」が 24.9％と最も多く、次いで「７時間」

が 23.9％、「９時間」が 15.8％となっています。 

希望する利用時間では、「８時間」が 21.4％と最も多く、次いで「７時間」が 15.8%、

「９時間」が 15.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の利用開始時間では、「９時」が 47.4％と最も多く、次いで「８時」が 41.8％、

「７時」が 6.0％となっています。 

希望する利用開始時間では、「８時」が 36.5％と最も多く、次いで「９時」が 31.9%、

「７時」が 8.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.0

1.1

0.4

5.6

8.4

23.9

24.9

15.8

12.3

2.8

1.1

0.0

3.9

0 10 20 30 40

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

（％）（N=285）

0.0

0.0

1.1

0.4

0.7

4.9

15.8

21.4

15.1

11.6

3.2

3.2

0.7

22.1

0 10 20 30 40

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間以上

不明・無回答

（％）（N=285）

＜利用時間／希望＞ ＜利用時間／現在＞ 

6.0

41.8

47.4

0.4

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

3.5

0 20 40 60

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

不明・無回答

（％）（N=285）

8.8

36.5

31.9

0.4

0.0

0.0

0.0

0.4

0.7

21.4

0 20 40 60

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

不明・無回答

（％）（N=285）

＜利用開始時間／現在＞ ＜利用開始時間／希望＞ 
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現在の利用終了時間では、「16 時」が 36.8％と最も多く、次いで「17 時」が 25.6％、

「18時」が 16.1％となっています。 

希望する利用終了時間では、「16 時」が 25.6％と最も多く、次いで「17 時」が

23.9%、「18時」が 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-３ 平日に定期的に教育・保育のサービスを利用している理由。    

（○はいくつでも） 

「（子育て・教育をしている方が）現在就労している」が 81.4％と最も多く、次いで

「子どもの教育や発達のため」が 49.1％、「就労予定がある／求職中である」が 5.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0

9.8

36.8

25.6

16.1

2.1

0.0

3.5

0 20 40 60

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=285）

1.8

5.3

25.6

23.9

16.1

4.9

1.1

21.4

0 20 40 60

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=285）

＜利用終了時間／現在＞ ＜利用終了時間／希望＞ 

49.1

81.4

5.6

2.1

0.7

0.0

1.1

2.1

0 20 40 60 80 100

子どもの教育や発達のため

（子育て・教育をしている方が）現在就労している

（子育て・教育をしている方が）就労予定がある／求職中である

（子育て・教育をしている方が）家族・親族などを介護している

（子育て・教育をしている方が）病気や障がいがある

（子育て・教育をしている方が）学生である

その他

不明・無回答

（％）（N=285）
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問 15～問 15-６ 公立の認可保育所を利用している人への質問 

問 15 いまの保育所を選んだ理由。（〇はいくつでも） 

「自宅に近いから」が 89.8％と最も多く、次いで「上の子どもを通園させていたか

ら」が 30.7％、「公立だから」が 23.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.8

21.3

23.6

9.4

12.6

15

3.9

2.4

30.7

7.9

0

0 20 40 60 80 100

自宅に近いから

職場に近いから

公立だから

見学してよかったから

子育ての環境が整っているから

経験豊富な保育士に子どもを預けられ、安心できる保育所だから

知人・友人から勧められたから

保育士の評判がよかったから

上の子どもを通園させていたから

その他

不明・無回答

（％）（N=127）

【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、「子どもの教育や発達のため」が 9.8 ポイント減、「現

在就労している」が 17.0 ポイント増、「就労予定がある／求職中である」が 4.7 ポイン

ト減となっています。 

 

前回調査の結果 

58.9

64.4

10.3

1.6

0.4

0.4

1.6

1.6

0 20 40 60 80 100

子どもの教育や発達のため

（子育て・教育をしている方が）現在就労している

（子育て・教育をしている方が）就労予定がある／求職中である

（子育て・教育をしている方が）家族・親族などを介護している

（子育て・教育をしている方が）病気や障がいがある

（子育て・教育をしている方が）学生である

その他

不明・無回答

（％）（N=253）
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問 15-１ 子どもが通園している保育所に大事にしてほしいこと。（○は３つまで） 

「集団による遊びなどを通じて社会性や規範性を身につけてほしい」が 81.1％と最

も多く、次いで「健康な身体づくりや、歯みがき、手洗いなどの生活習慣をつけてほし

い」が 59.1％、「友だちを多くつくることによって、仲間意識を醸成してほしい」が

55.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.5

81.1

55.9

59.1

31.5

32.3

23.6

2.4

0.8

0 20 40 60 80 100

地域の文化や伝統とのふれあいを通じて、

郷土に対する愛情を育んでほしい

集団による遊びなどを通じて社会性や規範性を身につけてほしい

友だちを多くつくることによって、仲間意識を醸成してほしい

健康な身体づくりや、歯みがき、手洗いなどの

生活習慣をつけてほしい

発達に応じた保育を取り入れてほしい

音楽、絵画や、小学校に入ってもすぐ役立つ

ことばや数などの教育をしてほしい

親と保育士とのコミュニケーションを密にしてほしい

その他

不明・無回答

（％）（N=127）
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問 15-２ 子どもが通園している保育所の運営で、改善が必要だと思うこと。

（１つに○） 

「現状のままでよい」が 40.2％と最も多く、次いで「ゆとりをもった保育ができる

よう、保育士の増員配置が必要」が 18.9％、「保育所運営には、さらにお金をかけて、

環境を整備するべき」が 10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15-３ 子どもが通園している保育所の施設について、当てはまるもの。 

（１つに○） 

「現状のままでよい」が 55.1％と最も多く、次いで「改築・立替が必要」が 29.9％、

「わからない」が 13.4％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.2

8.7

18.9

8.7

40.2

6.3

7.1

0 20 40 60

保育所運営には、さらにお金をかけて、環境を整備するべき

経験年数などバランスのとれた保育士の

配置を考慮していく必要がある

ゆとりをもった保育ができるよう、保育士の増員配置が必要

延長保育、一時保育、休日保育など、

メニュー提供を検討する必要がある

現状のままでよい

その他

不明・無回答

（％）（N=127）

55.1 29.9 13.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=127）

現状のままでよい 改築、建替が必要 わからない 不明・無回答
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問 15-３で「１．現状のままでよい」に○をつけた人への質問 

問 15-４ 現状のままでよい理由。（○はいくつでも） 

「いまの施設で満足している」が 57.1％と最も多く、次いで「保育に支障がない」

が 47.1％、「その他」が 2.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15-３で「２．改築、建替が必要」に○をつけた人への質問 

問 15-５ 改築、建替が必要と思う理由。（○はいくつでも） 

「施設が老朽化しているから」が 63.2％と最も多く、次いで「耐震性が心配だから」

が 50.0％、「園児や環境に配慮した建物とすべきだから」が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.1

47.1

2.9

0.0

0 20 40 60

いまの施設で満足している

保育に支障がない

その他

不明・無回答

（％）（N=70）

63.2

50.0

21.1

15.8

0.0

0 20 40 60 80

施設が老朽化しているから

耐震性（大地震等で倒壊の恐れ）が心配だから

園児や環境に配慮した建物とすべきだから

その他

不明・無回答

（％）（N=38）
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問 15-６ 子どもが通園している保育所の園児数は、適正規模だと思うか。    

（１つに○） 

「適正規模である」が 66.1％と最も多く、次いで、「子どもの数が多く、適正と思え

ない」が 15.7％、「子どもの数が少なく、適正と思えない」と「その他」がともに 3.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園や保育所、認定こども園などを利用していない人への質問 

問 16 利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「子どもがまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている」

（何歳かは、次の質問へ）が58.3％と最も多く、次いで「利用する必要がない」が24.4％、

「保育・教育のサービスに空きがない」と「その他」がともに 7.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.1 15.7

3.1 3.1

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=127）

適正規模である 子どもの数が多く、適正と思えない

子どもの数が少なく、適正と思えない その他

不明・無回答

24.4

7.1

0.0

7.9

5.5

0.0

1.6

58.3

7.9

12.6

0 20 40 60

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

（利用したいが）保育・教育のサービスに空きがない

（利用したいが）経済的な理由でサービスを利用できない

（利用したいが）延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、サービスの質や場所など、

納得できるサービスがない

子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら

利用しようと考えている

その他

不明・無回答

（％）（N=127）
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問 16 で「子どもがまだ小さいため」と答えた人への質問 

問 16-２ 子どもが何歳になったら、幼稚園や保育所、認定こども園などを利

用したいか。（数字で記入） 

「３歳」が 52.7％と最も多く、次いで「２歳」が 25.7％、「１歳」が 14.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 教育・保育サービスを利用したい場所はどこか。（いずれかに○）  

「紀の川市内」が 63.0％、「紀の川市外」が 3.4％となっています。 

 

 

  

0.0

14.9

25.7

52.7

1.4

0.0

0.0

5.4

0 20 40 60

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳以上

不明・無回答

（％）（N=74）

63.0

3.4

33.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

紀の川市内 紀の川市以外 不明・無回答
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２．地域の子育て支援事業（サービス）の利用状況 

問 18 地域子育て支援センターの利用の有無（１つに○）と、利用したことが

ある人の利用頻度（数字で記入）。 

「利用したことがある」が 49.5％、「利用したことはない」が 49.3％となっていま

す。 

利用したことがある人の利用頻度（週間）では、「１回」が 8.7％と最も多く、次いで

「３回」が 6.8％、「２回」が 6.3％となっています。 

利用したことがある人の利用頻度（月間）では、「１回」が 29.1％と最も多く、次い

で「２回」が 17.5％、「３回」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.5 49.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

利用したことがある 利用したことはない 不明・無回答

8.7

6.3

6.8

3.4

0.5

0.0

0.0

74.3

0 20 40 60 80

週1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明・無回答

（％）（N=206）

29.1

17.5

9.7

4.9

2.9

0.5

0.0

0.0

0.0

2.4

33.0

0 10 20 30 40

月1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回以上

不明・無回答

（％）（N=206）

<利用頻度／週間> <利用頻度／月間> 
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【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、「利用したことがある」が 35.7 ポイント増、「利用した

ことはない」が 34.1 ポイント減となっています。 

 

前回調査の結果 

 

 

13.8 83.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=415）

利用したことがある 利用したことはない 不明・無回答
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問 19 地域子育て支援センターの利用意向（１つに○）と、希望の利用頻度 

（数字で記入）。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 60.6％と最も多く、

次いで「利用していないが、今後利用したい」が 18.5％、「すでに利用しているが、今

後利用日数を増やしたい」が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用していないが、今後利用したい」と答えた人の希望の利用頻度（週間）では、

「１回」が 20.8％と最も多く、次いで「２回」が 11.7％、「３回」が 2.6％となって

います。 

希望の利用頻度（月間）では、「１回」が 35.1％と最も多く、次いで「２回」が 16.9％、

「４回」が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.5 11.5 60.6 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

不明・無回答

20.8

11.7

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

64.9

0 20 40 60 80

週1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明・無回答

（％）（N=77）

35.1

16.9

9.1

13.0

1.3

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

22.1

0 10 20 30 40

月1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回以上

不明・無回答

（％）（N=77）

<利用希望頻度／週間> <利用希望頻度／月間> 
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「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」と答えた人の希望の利用頻度

（週間）では、「１回」が 25.0％と最も多く、次いで「２回」が 20.8％、「３回」が

8.3％となっています。 

希望の利用頻度（月間）では、「２回」が 16.7％と最も多く、次いで「１回」が 10.4％、

「３回」と「５回」がともに 6.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.4

16.7

6.3

2.1

6.3

0.0

0.0

2.1

0.0

2.1

54.2

0 20 40 60

月1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回以上

不明・無回答

（％）（N=48）

25.0

20.8

8.3

2.1

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

週1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明・無回答

（％）（N=48）

<利用希望頻度／週間> <利用希望頻度／月間> 
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問 20 下記の施設や事業等についての、「認知度（知っている）」「利用度（こ

れまでに利用したことがある）」「利用意向（今後利用したい）」。 

（それぞれ１つに○） 

認知度では、「桃山／那賀／レイモンド子育て支援センター」と「赤ちゃん広場／子

育て教室」で、「はい（知っている）」が 8割近くとなっています。 

「保育所や保育園の園庭等の開放」と「ファミリー・サポート・センター（そらまめ

サポート）」はともに、「はい」が 6 割台となっています。 

その他の施設や事業等は、いずれも「はい」が半数未満となっています。 

最も認知度が低かったのは、「家庭児童相談室(こども課内)」で、「はい」が 28.6％と

なっています。 

 

＜認知度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.1

78.8

47.8

36.8

28.6

66.6

38.5

64.7

31.0

13.0

12.0

45.7

57.0

65.4

25.5

55.8

29.8

63.0

8.9

9.1

6.5

6.3

6.0

7.9

5.8

5.5

6.0

0 20 40 60 80 100

桃山／那賀／レイモンド子育て支援センター

赤ちゃん広場／子育て教室

保健福祉センター(保健師)の情報・相談事業

育て世代包括支援センター

（はぐくみサポート紀の川）

家庭児童相談室(こども課内)

保育所や保育園の園庭等の開放

教育相談員／スクールカウンセラー

ファミリー・サポート・センター

（そらまめサポート）

和歌山県子ども・女性・障害者相談センターの

相談事業

はい いいえ 不明・無回答

（％）（N=416）
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利用度では、「桃山／那賀／レイモンド子育て支援センター」と「赤ちゃん広場／子

育て教室」で、「はい（これまでに利用したことがある）」が５割前後となっています。 

次いで「保育所や保育園の園庭等の開放」で「はい」が 29.1％、「保健福祉センター

(保健師)の情報・相談事業」で「はい」が 14.2％となっています。 

その他の施設や事業等は、いずれも「はい」が１割未満となっています。 

最も利用度が低かったのは、「教育相談員／スクールカウンセラー」で、「はい」が

1.9％となっています。 

 

＜利用度＞ 

 

 

 

  

49.0

52.9

14.2

4.8

5.0

29.1

1.9

5.5

2.4

43.0

38.2

72.8

81.5

80.8

59.6

83.9

80.8

83.7

7.9

8.9

13.0

13.7

14.2

11.3

14.2

13.7

13.9

0 20 40 60 80 100

桃山／那賀／レイモンド子育て支援センター

赤ちゃん広場／子育て教室

保健福祉センター(保健師)の情報・相談事業

育て世代包括支援センター

（はぐくみサポート紀の川）

家庭児童相談室(こども課内)

保育所や保育園の園庭等の開放

教育相談員／スクールカウンセラー

ファミリー・サポート・センター

（そらまめサポート）

和歌山県子ども・女性・障害者相談センターの

相談事業

はい いいえ 不明・無回答

（％）（N=416）
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利用意向では、「桃山／那賀／レイモンド子育て支援センター」、「赤ちゃん広場／子

育て教室」と「保育所や保育園の園庭等の開放」で、「はい（今後利用したい）」が４割

前後となっています。 

次いで「保健福祉センター(保健師)の情報・相談事業」と「教育相談員／スクールカ

ウンセラー」で「はい」が 35.0％近く、「ファミリー・サポート・センター」で「はい」

が 29.8％となっています。 

最も利用意向が低かったのは、「和歌山県子ども・女性・障害者相談センターの相談

事業」で、「はい」が 20.2％となっています。。 

 

＜利用意向＞ 

 

 

 

 

  

37.0

36.1

34.1

26.4

25.0

40.4

33.4

29.8

20.2

47.6

48.1

51.4

57.5

60.3

44.7

51.2

56.5

64.7

15.4

15.9

14.4

16.1

14.7

14.9

15.4

13.7

15.1

0 20 40 60 80 100

桃山／那賀／レイモンド子育て支援センター

赤ちゃん広場／子育て教室

保健福祉センター(保健師)の情報・相談事業

育て世代包括支援センター

（はぐくみサポート紀の川）

家庭児童相談室(こども課内)

保育所や保育園の園庭等の開放

教育相談員／スクールカウンセラー

ファミリー・サポート・センター

（そらまめサポート）

和歌山県子ども・女性・障害者相談センターの

相談事業

はい いいえ 不明・無回答

（％）（N=416）
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58.9

75.2

10.3

2.2

26.9

18.0

3.8

4.6

0 20 40 60 80 100

土曜日

日曜日・祝日

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

（％）（N=416）

３．土曜日や日曜日・祝日の教育・保育サービスの利用希望 

問 21 土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育サービスの利用希望（それ

ぞれ 1つに○）と、利用希望時間（数字で記入）。 

土曜日では、「利用する必要はない」が 58.9％と最も多く、次いで「月に１～２回は

利用したい」が 26.9％、「ほぼ毎週利用したい」が 10.3％となっています。 

日曜日・祝日では、「利用する必要はない」が 75.2％と最も多く、次いで「月に１～

２回は利用したい」が 18.0％、「ほぼ毎週利用したい」が 2.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の希望開始時間では、「９時」が 43.2％と最も多く、次いで「８時」が 40.6％、

「７時」が 9.7％となっています。 

希望終了時間では、「17 時」が 23.2％と最も多く、次いで「16 時」と「18時」が

ともに 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.7

40.6

43.2

3.2

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.9

0 20 40 60

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

不明・無回答

（％）（N=155）

1.3

5.8

11.0

5.2

9.0

18.7

23.2

18.7

3.9

0.0

1.3

1.9

0 10 20 30 40

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

不明・無回答

（％）（N=155）

＜希望開始時間／土曜日＞ ＜希望終了時間／土曜日＞ 
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日曜日・祝日の希望開始時間では、「９時」が 42.9％と最も多く、次いで「８時」が

35.7％、「７時」が 10.7％となっています。 

希望終了時間では、「17 時」が 27.4％と最も多く、次いで「18 時」が 25.0％、

「16 時」が 21.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7

35.7

42.9

6.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

0 20 40 60

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

不明・無回答

（％）（N=84）

0.0

2.4

3.6

0.0

8.3

21.4

27.4

25.0

7.1

0.0

1.2

3.6

0 10 20 30 40

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

不明・無回答

（％）（N=84）

＜希望開始時間／日曜日・祝日＞ ＜希望終了時間／日曜日・祝日＞ 

【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、土曜日では「利用する必要はない」が 8.3 ポイント減、

「ほぼ毎週利用したい」が 2.1 ポイント増、「に１～２回は利用したい」が 4.0 増となっ

ています。日曜日・祝日では、「利用する必要はない」が 6.5 ポイント減、「ほぼ毎週利用

したい」が 1.5 ポイント増、「に１～２回は利用したい」が 3.3 ポイント増となっていま

す。 

前回調査の結果 

 

 

67.2

81.7

8.2

0.7

22.9

14.7

1.7

2.9

0 20 40 60 80 100

土曜日

日曜日・祝日

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

（％）（N=415）
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問 21 の（１）もしくは（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」に○をつ

けた人への質問 

問 21-1 毎週ではなく、たまに利用したい理由。（○はいくつでも） 

「月に数回仕事が入るため」が 64.9％と最も多く、次いで「平日に済ませられない

用事をまとめて済ませるため」が 28.2％、「息抜きのため」が 25.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 で「定期的に教育・保育のサービスを利用している」と答えた人への質問 

問 22 この１年間に、子どもが病気やケガでサービスが利用できなかったこと

はあるか。（いずれかに〇） 

「あった」が 66.0％、「なかった」が 19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.9

28.2

5.3

25.2

11.5

6.1

0 20 40 60 80

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

不明・無回答

（％）（N=131）

66.0 19.6 14.4

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=285）

あった なかった 不明・無回答

（％）
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問 22-1 子どもが病気やケガでサービスが利用できなかった場合の対処法。 

（○はいくつでも）                              

「母親が休んだ」が 83.5％と最も多く、次いで「（同居者を含む）親族・知人に子ど

もをみてもらった」が 46.3％、「父親が休んだ」が 21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対処の日数では、「父親が休んだ」で「１日」が、「母親が休んだ」で「10 日以上」

が、「親族・知人に子どもをみてもらった」で「３日」が、「父親または母親のうち就労

していない方が子どもをみた」で「10 日以上」が、「病児・病後児の保育を利用」で「２

日」と「５日」が、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」で「１日」が、「その他」

で「２日」と「10 日以上」がそれぞれ最も多くなっています。 

＜対処した日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.8

83.5

46.3

12.8

1.1

0.0

0.0

1.1

2.1

0.5

0 20 40 60 80 100

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

（保育所(園)等のサービスを含む）

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

（％）（N=188）

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日
10日

以上

不明・

無回答

１．父親が休んだ（N=41） 36.6 17.1 17.1 2.4 12.2 0.0 2.4 0.0 0.0 7.3 4.9

２．母親が休んだ（N=157） 10.2 13.4 11.5 3.8 19.1 3.2 7.6 0.6 0.0 26.1 4.5

３．親族・知人にみてもらった

　　（N=87）
10.3 10.3 25.3 1.1 16.1 2.3 6.9 2.3 0.0 18.4 6.9

４．父母のうち就労していない

　　方が休んだ（N=24）
12.5 4.2 16.7 4.2 12.5 4.2 4.2 0.0 0.0 29.2 12.5

５．病児・病後児保育を利用

　　（N=2）
0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

６．ベビーシッターを利用

　　（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

７．ファミリー・サポート・

　　センターを利用（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

８．仕方なく子どもだけで留守番

　　（N=2）
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

９．その他（N=4） 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「５」「８」「９」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意
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問 22-１で「１.父親が休んだ」「２.母親が休んだ」のいずれかに○をつけた人

への質問 

問 22-２ その際、病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思ったか 

（１つに○）、また何日くらい利用したいと思ったか（数字で記入）。 

「利用したい」が 34.6％、「利用したいとは思わない」が 64.8％となっています。 

利用希望日数では、「３日」が 26.8％と最も多く、次いで「５日」と「10 日以上」

がともに 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用希望日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

34.6 64.8 0.6

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=162）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

不明・無回答

（％）

3.6

16.1

26.8

0.0

17.9

3.6

5.4

0.0

0.0

17.9

8.9

0 10 20 30 40

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日以上

不明・無回答

（％）（N=56）
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問 22-２で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけ

た人への質問 

問 22-３ 上記の目的で子どもを預ける場合、どんな形が望ましいか。    

（○はいくつでも） 

「小児科等の病院に併設した施設で子どもを保育する事業」が 76.8％と最も多く、

次いで「幼稚園・保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業」が 75.0％、「地域

住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育するサービス」が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22-２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた人への質問 

問 22-４ そう思う理由。（○はいくつでも） 

「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」が 56.2％と最も多く、次いで「親が

仕事を休んで対応する」が 52.4％、「利用料がわからない」が 22.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.0

76.8

12.5

1.8

1.8

0 20 40 60 80

幼稚園・保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科等の病院に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育するサービス

その他

不明・無回答

（％）（N=56）

56.2

5.7

4.8

13.3

22.9

52.4

18.1

0.0

0 20 40 60

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域のサービスの質に不安がある

地域のサービスの利便性

（立地や利用可能時間日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

不明・無回答

（％）（N=105）
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４．不定期の教育・保育サービスなどの利用について 

問 23 日中の定期的な利用以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で

不定期に利用している教育・保育サービス（○はいくつでも）、及び１年

間のおおよその利用日数（数字で記入）。 

「利用していない」が 89.2％と最も多く、次いで「幼稚園の預かり保育」が 4.6％、

「一時預かり」が 2.2％となっています。 

１年間の利用日数では、「一時預かり」で「１日」と「10 日以上」が、「幼稚園の預

かり保育」で「10 日以上」が、「ファミリー・サポート・センター『そらまめサポート』」

で「10 日以上」が、「その他」で「10 日以上」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１年間の利用日数＞ 

 

 

 

 

  

2.2

4.6

1.4

0.0

0.0

0.5

89.2

2.6

0 20 40 60 80 100

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター「そらまめサポート」

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

不明・無回答

（％）（N=416）

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日
10日

以上

不明・

無回答

１．一時預かり（N=9） 22.2 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 11.1

２．幼稚園の預かり保育（N=19） 0.0 5.3 15.8 0.0 15.8 0.0 5.3 0.0 0.0 47.4 10.5

３．ファミリー・サポート・センター

　　「そらまめサポート」（N=6）
0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 50.0 16.7

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ

　　（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５．ベビーシッター（N=０） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

６．その他（N=2） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「１」「３」「６」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意
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問 23 で「７．利用していない」に○をつけた人への質問 

問 23-１ 現在利用していない理由。（○はいくつでも） 

「特に利用する必要がない」が 77.1％と最も多く、次いで「利用方法（手続き等）

がわからない」が 16.7％、「利用料がかかる・高い」が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 年間何日くらい、宿泊を伴う一時預かりを利用する必要があると思うか

（１つに○）、その理由（いくつでも○）と必要な日数（数字で記入）。 

「利用したい」が 14.9％、「利用する必要はない」が 75.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77.1

5.7

7.0

3.5

14.0

13.7

13.7

16.7

3.2

0.8

0 20 40 60 80

特に利用する必要がない

利用したいサービスが地域にない

サービスの質に不安がある

サービスの利便性

（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が対象者になるのかどうかわからない

利用方法（手続き等）がわからない

その他

不明・無回答

（％）（N=371）

14.9 75.5 9.6

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=416）

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

（％）
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利用の理由では、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 59.7％と最も多く、

次いで「私用、リフレッシュ目的」と「不定期の就労」がともに 58.1％となっていま

す。 

理由別の利用必要日数（年間）では、「私用、リフレッシュ目的」で「10 日以上」が、

「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」で「３日」が、「不定期の就労」で「10

日以上」が、「その他」で「２日」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用必要日数＞ 

 

 

  

58.1

59.7

58.1

8.1

0.0

0 20 40 60

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 等

不定期の就労

その他

不明・無回答

（％）（N=62）

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日
10日

以上

不明・

無回答

ア．私用、リフレッシュ目的

　　（N=36）
8.3 22.2 5.6 11.1 11.1 2.8 5.6 2.8 0.0 27.8 2.8

イ．冠婚葬祭、学校行事、

　　子どもや親の通院　等（N=37）
13.5 18.9 24.3 8.1 16.2 0.0 0.0 0.0 0.0 10.8 8.1

ウ．不定期の就労（N=36） 11.1 11.1 16.7 2.8 8.3 2.8 0.0 2.8 0.0 33.3 11.1

エ．その他（N=５） 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「エ」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意
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問 24 で「１.利用したい」に○をつけた人への質問 

問 24-1 子どもを預ける場合、望ましい方法。（○はいくつでも） 

「大規模施設（幼稚園・保育所等）で子どもを保育する」が 74.2％と最も多く、次

いで「小規模施設（地域子育て支援センター等）で子どもを保育する」が 58.1％、「地

域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する（ファミリー・サポート・センター等）」

が 29.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 この１年間に、保護者の用事により子どもを泊りがけで家族以外にみて

もらわなければならないことはあったか（１つに○）、あった場合はど

う対処したか（いくつでも○）、何日預けたか（数字で記入）。 

「あった」が 18.5％、「なかった」が 76.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

74.2

58.1

29.0

8.1

3.2

0 20 40 60 80

大規模施設で子どもを保育する

小規模施設で子どもを保育する

地域住民等が子育て家庭等の

近くの場所で保育する

その他

不明・無回答

（％）（N=62）

18.5 76.7 4.8

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=416）

あった なかった 不明・無回答

（％）
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対処法では、「親族・知人にみてもらった」が 90.9％と最も多く、次いで「仕方なく

子どもを同行させた」が 7.8％、「その他」が 2.6％となっています。 

理由別の日数（年間）では、「親族・知人にみてもらった」「短期入所生活援助事業以

外の保育事業を利用した」と「仕方なく子どもを同行させた」でいずれも「１泊」が最

も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜理由別の日数（年間）＞ 

 

 

 

 

 

 

  

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊 7泊 8泊 9泊
10泊

以上

不明・

無回答

ア．親族・知人にみてもらった

（N=70）
31.4 14.3 11.4 7.1 11.4 2.9 5.7 1.4 0.0 11.4 2.9

イ．短期入所生活援助事業を

　　利用した（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ウ．「イ」以外の保育事業を

　　利用した（N=1）
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

エ．仕方なく子どもを同行

　　させた（N=6）
50.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

オ．仕方なく子どもだけで

　　留守番をさせた（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

カ．その他（N=５） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「ウ」「エ」「カ」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意

90.9

0.0

1.3

7.8

0.0

2.6

2.6

0 20 40 60 80 100

親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業を利用した

短期入所生活援助事業以外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

（％）（N=77）
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問 25 で「１.あった ア.親族・知人にみてもらった」に○をつけた人への質問 

問 25-1 その場合の難しさはどの程度だったか。（１つに○） 

「特に困難ではない」が 55.7％と最も多く、次いで「どちらかというと困難」が

31.4％、「非常に困難」が 5.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.7 31.4 55.7 7.1

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=70）

非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない 不明・無回答

（％）
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５．子どもの放課後の過ごし方について 
（この項は、子どもが５歳以上の人への質問） 

 

問 26 子どもが小学校に上がったら、放課後の時間をどこで過ごさせたいか 

（○はいくつでも）、また希望する週当たり日数と時間（数字で記入）。 

低学年では、「自宅」が 51.9％と最も多く、次いで「放課後児童クラブ（学童保育）」

が 48.1％、「習い事」が 32.1％となっています。 

高学年では、「自宅」が 48.1％と最も多く、次いで「習い事」が 37.0％、「放課後児

童クラブ」が 19.8％となっています。 

 

＜低学年（１～３年生）の間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高学年（４～６年生）の間＞ 

 

 

 

 

 

 

  

51.9

13.6

32.1

1.2

2.5

48.1

0.0

6.2

12.3

0 20 40 60

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=81）

48.1

13.6

37.0

0.0

1.2

19.8

0.0

7.4

35.8

0 20 40 60

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=81）
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【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、低学年では、「自宅」が 12.2 ポイント減、「祖父母宅や

友人・知人宅」が 19.4 ポイント減、「習い事」が 15.4 ポイント減、「放課後児童クラブ」

が 8.1 ポイント増となっています。 

高学年では、「自宅」が 20.1 ポイント減、「祖父母宅や友人・知人宅」が 23.3 ポイン

ト減、「習い事」が 28.1 ポイント減、「放課後児童クラブ」が 10.1 ポイント減となって

います。 

 

前回調査の結果<低学年> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査の結果<高学年> 

 

 

64.1

33.0

47.5

2.4

40.0

1.2

8.0

4.6

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=415）

68.2

36.9

65.1

2.2

29.9

0.7

11.8

4.6

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=415）

前回の選択肢に「放課後子ども教室」は、なし 
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低学年の希望日数（週間）では、「自宅」で「５日」が、「祖父母や友人・知人宅」

で「２日」が、「習い事」で「２日」が、「児童館」で「２日」が、「放課後子ども教

室」で「５日」が、「放課後児童クラブ」で「５日」が、「その他」で「３日」が、そ

れぞれ最も多くなっています。 

「放課後児童クラブ」の利用希望時間（終了時刻）では、「18時」が 41.0％と最

も多く、次いで「17 時」が 30.8％、「19 時」が 12.8％となっています。 

 

＜低学年の利用希望日数（週間）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜放課後児童クラブの希望利用時間（下校時から○時まで）＞ 

 

 

 

 

  

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
不明・

無回答

１．自宅（N=42） 2.4 14.3 16.7 14.3 35.7 2.4 2.4 11.9

２．祖父母や友人・知人宅（N=11） 9.1 45.5 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 18.2

３．習い事（N=26） 19.2 50.0 19.2 7.7 0.0 0.0 0.0 3.8

４．児童館（N=1） 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５．放課後子ども教室（N=2） 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

６．放課後児童クラブ（N=39） 0.0 2.6 23.1 5.1 51.3 10.3 0.0 7.7

７．ファミリー・サポート・センター

　　（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

８．その他（N=5） 20.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「４」「５」「８」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意

0.0

5.1

30.8

41.0

12.8

0.0

10.3

0 20 40 60

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=39）
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高学年の希望日数（週間）では、「自宅」で「５日」が、「祖父母や友人・知人宅」

で「２日」が、「習い事」で「２日」が、「放課後子ども教室」で「３日」が、「放課後

児童クラブ」で「５日」が、「その他」で「３日」が、それぞれ最も多くなっていま

す。 

「放課後児童クラブ」の利用希望時間（終了時刻）では、「17 時」が 43.8％と最

も多く、次いで「18時」が 37.5％、「19 時」が 12.5％となっています。 

 

＜高学年の利用希望日数／週間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜放課後児童クラブの希望利用時間（下校時から○時まで）＞ 

 

  

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
不明・

無回答

１．自宅（N=39） 7.7 12.8 20.5 10.3 41.0 0.0 0.0 7.7

２．祖父母や友人・知人宅（N=11） 18.2 54.5 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1

３．習い事（N=30） 10.0 43.3 33.3 6.7 0.0 0.0 0.0 6.7

４．児童館（N=0） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５．放課後子ども教室（N=1） 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

６．放課後児童クラブ（N=16） 6.3 12.5 12.5 18.8 37.5 12.5 0.0 0.0

７．ファミリー・サポート・センター

　　（N=0）
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

８．その他（N=6） 0.0 16.7 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「５」「８」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意

0.0

6.3

43.8

37.5

12.5

0.0

0.0

0 20 40 60

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=16）
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問 26 で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた人への質問 

問 27 土曜日と日曜日・祝日、または夏休みや冬休みなどの長期休暇中に、放

課後児童クラブの利用希望はあるか（それぞれ１つに○）利用したい時

間帯は（数字で記入）。 

土曜日では、「月に１～２回は利用したい」が 47.3％と最も多く、次いで「利用す

る必要はない」が 43.2％、「ほぼ毎週利用したい」が 8.1％となっています。 

日曜日・祝日では、「利用する必要はない」が 64.9％と最も多く、次いで「月に１

～２回は利用したい」が 25.7％、「ほぼ毎週利用したい」が 5.4％となっています。 

長期休暇中では、「ほぼ毎週利用したい」が 86.5％と最も多く、次いで「月に１～

２回は利用したい」が 9.5％、「利用する必要はない」が 2.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.2

64.9

2.7

8.1

5.4

86.5

47.3

25.7

9.5

1.4

4.1

1.4

0 20 40 60 80 100

土曜日

日曜日・祝日

長期休暇中

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

（％）（N=74）
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開始希望時間では、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中ともに、「8時」が最も多く

なっています。 

終了希望時間では、土曜日は「17 時」が、日曜日・祝日と長期休暇中はともに、

「18時」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

4.9

53.7

31.7

4.9

0.0

4.9

0 20 40 60

6時

7時

8時

9時

10時

11時

不明・無回答

（％）（N=41）

9.8

9.8

9.8

34.1

26.8

4.9

0.0

4.9

0 20 40 60

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=41）

0.0

8.7

52.2

30.4

4.3

0.0

4.3

0 20 40 60

6時

7時

8時

9時

10時

11時

不明・無回答

（％）（N=23）

4.3

8.7

4.3

30.4

43.5

4.3

0.0

4.3

0 20 40 60

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=23）

0.0

7.0

14.1

32.4

36.6

7.0

0.0

2.8

0 20 40 60

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=71）

0.0

8.5

57.7

28.2

2.8

0.0

2.8

0 20 40 60

6時

7時

8時

9時

10時

11時

不明・無回答

（％）（N=71）

＜開始希望時間＞ ＜終了希望時間＞ 

土
曜
日
 

日
曜
日
・
祝
日
 

長
期
休
暇
中
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６．職場の両立支援制度について 

問 28 子どもが生まれた時の育児休業取得の有無。（それぞれ１つに○）          

母親では、「働いていなかった」が 47.4％と最も多く、次いで「取得した（取得中

である）」が 38.2％、「取得していない」が 12.7％となっています。 

父親では、「取得していない」が 87.0％と最も多く、次いで「取得した（取得中で

ある）」が 2.9％、「働いていなかった」が 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.4

0.7

38.2

2.9

12.7

87.0

1.7

9.4

0 20 40 60 80 100

母親（N=416）

父親（N=416）

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

（％）

【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、母親では、「働いていなかった」が 8.7 ポイント減、「取

得した（取得中である）が 11.0 ポイント増、「取得していない」が 0.3 ポイント減とな

っています。 

父親では、「働いていなかった」が 0.5 ポイント減、「取得した（取得中である）が 2.2

ポイント増、「取得していない」が 3.4 ポイント増となっています。 

 

前回調査の結果 

 

 

 

 

 

 

56.1

1.2

27.2

0.7

13.0

83.6

3.6

14.5

0 20 40 60 80 100

母親（N=415）

父親（N=415）

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

（％）
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問 28 で「３.取得していない」に○をつけた人への質問 

問 28-１ 育児休業を取得しなかった理由。（○はいくつでも） 

「制度を利用する必要がなかった」が 33.8％と最も多く、次いで「職場に育児休業

を取りにくい雰囲気があった」が 27.5％、「仕事が忙しかった」が 25.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.5

25.0

0.5

4.1

5.8

17.6

2.7

24.5

33.8

6.9

14.0

0.3

0.8

0.3

4.9

9.6

0 10 20 30 40

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

（取得したら）仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

制度を利用する必要がなかった

（配偶者が家にいる、祖父母や親族にみてもらえるなど）

子育てや家事に専念するため退職した

職場（自営業、農業等含む）に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、仕事を辞めた

その他

不明・無回答

（％）（N=364）
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問 28-２ 育児休業や保険料免除の制度を知っているか。（１つに○） 

「育児休業のみ知っていた」が 39.9％と最も多く、次いで「育児休業、保険料免除

のいずれも知っていた」が 32.0％、「育児休業、保険料免除のいずれも知らなかった」

が 12.3％となっています。 

※育児休業：子どもが１歳（一定の要件を満たす場合は１歳６か月）になるまで休業できる制度。 

※保険料免除：子どもが満３歳になるまでの育児休業等の期間は、健康保険や厚生年金保険の保険料が免

除になる制度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 で「２. 取得した（取得中である）」に○をつけた人への質問 

問 28-３ 育児休業取得後、職場に復帰したか。（それぞれ１つに○） 

母親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 65.4％と最も多く、次いで「現在

も育児休業中である」が 22.6％、「育児休業中に離職した」が 10.1％となっています。 

父親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 91.7％で、「現在も育児休業中で

ある」と「育児休業中に離職した」と答えた人はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.4

91.7

22.6

0.0

10.1

0.0

1.9

8.3

0 20 40 60 80 100

母親（N=159）

父親（N=12）

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

（％）

32.0 39.9

0.0

12.3 15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（N=416）

育児休業、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業、保険料免除のいずれも知らなかった

不明・無回答
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問 28-３で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた人への質問 

問 28-４ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせ

たタイミングか、それ以外か。（それぞれ１つに○） 

母親では、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 43.3％、「それ以外だ

った」が 56.7％となっています。 

父親では、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 0.0％、「それ以外だっ

た」が 63.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28-５ 子どもが何歳何ヶ月のときに育児休業から職場に復帰したか。     

また、何歳何ヶ月まで取得したかったか（希望）。（数字で記入） 

母親の現実では、「１年以上２年未満」が 57.7％と最も多く、次いで「１年未満」が

26.9％、「２年以上３年未満」が 9.6％となっています。 

母親の希望では、「１年以上２年未満」が 43.3％と最も多く、次いで「３年以上４年

未満」が 25.0％、「2 年以上３年未満」が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.3

0.0

56.7

63.6

0.0

36.4

0 20 40 60 80 100

母親（N=104）

父親（N-11）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった

それ以外だった

不明・無回答

（％）

26.9

57.7

9.6

3.8

0.0

1.0

0.0

1.0

0 20 40 60

1年未満

1年以上2年未満

2年以上3年未満

3年以上4年未満

4年以上5年未満

5年以上6年未満

6年以上

不明・無回答

（％）（N=104）

5.8

43.3

19.2

25.0

0.0

0.0

0.0

6.7

0 20 40 60

1年未満

1年以上2年未満

2年以上3年未満

3年以上4年未満

4年以上5年未満

5年以上6年未満

6年以上

不明・無回答

（％）（N=104）

＜母親／現実＞ ＜母親／希望＞ 
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父親の現実では、「１年未満」が 27.3％と最も多く、次いで「１年以上２年未満」が

18.2％となっています。 

父親の希望では、「１年未満」と「１年以上２年未満」がともに 18.2％と最も多く、

次いで「２年以上３年未満」が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28-５で実際の復帰と希望が異なる人への質問 

問 28-６ 復帰時期の内訳と希望の時期に職場復帰しなかった理由。 

（１つに○） 

母親の復帰時期では、「希望の時期より早く復帰」が 65.4％と最も多く、次いで「希

望の時期と同じ時期に復帰」が 23.1％、「希望の時期より遅く復帰」が 10.6％となっ

ています。 

父親の復帰時期では、「希望の時期より早く復帰」が 27.3％と最も多く、次いで「希

望の時期と同じ時期に復帰」が 18.2％となっています。「希望の時期より遅く復帰」と

答えた人はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.3

18.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

54.5

0 20 40 60

1年未満

1年以上2年未満

2年以上3年未満

3年以上4年未満

4年以上5年未満

5年以上6年未満

6年以上

不明・無回答

（％）（N=11）

18.2

18.2

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

54.5

0 20 40 60

1年未満

1年以上2年未満

2年以上3年未満

3年以上4年未満

4年以上5年未満

5年以上6年未満

6年以上

不明・無回答

（％）（N=11）

＜父親／現実＞ ＜父親／希望＞ 

65.4

27.3

10.6

0.0

23.1

18.2

1.0

54.5

0 20 40 60 80 100

母親（N=104）

父親（N=11）

希望の時期より早く復帰 希望の時期より遅く復帰

希望の時期と同じ時期に復帰 不明・無回答

（％）



66 

 

●希望より早く復帰した人の理由 

母親では、「その他」が 33.8％と最も多く、次いで「経済的な理由で早く復帰する必

要があったため」と「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」がともに 29.4％

となっています。 

父親では、「経済的な理由で早く復帰する必要があったため」が１人、「その他」が２

人となっています。（N数が３人と少ないため、構成比(％)ではなく人数で分析） 

 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.9

1.5

29.4

29.4

33.8

2.9

0 10 20 30 40

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

不明・無回答

（％）（N=68）

理由
人数（人）

（N=3）

希望する保育所に入るため 0

配偶者や家族の希望があったため 0

経済的な理由で早く復帰する必要があったため 1

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 0

その他 2

不明・無回答 0

※N数が少ない（10人未満）ため、人数で分析

―「その他」の回答（主なもの）－ 

職場の制度で育児休業が１年しかとれないから（９件）／職場や仕事の都合（７

件）／保育所に入所できたため 
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●希望より遅く復帰した人の理由 

母親では、「希望する保育所に入れなかったため」と「その他」がともに 18.2％とな

っています。 

父親では、分析対象者がいませんでした。 

 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28-３で「１. 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた人への質問 

問 28-７ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用したか。 

（１つに○） 

母親では、「利用した」が 46.2％と最も多く、次いで「利用したかったが、利用しな

かった」が 36.5％、「利用する必要がなかった」が 17.3％となっています。 

父親では、「利用する必要がなかった」が 36.4％と最も多く、次いで「利用したかっ

たが、利用しなかった」が 9.1％となっています。「利用した」と答えた人はいません

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2

63.6

0 20 40 60 80

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

不明・無回答

（％）（N=11）

17.3

36.4

46.2

0.0

36.5

9.1

0.0

54.5

0 20 40 60 80 100

母親（N=104）

父親（N=11）

利用する必要がなかった 利用した

利用したかったが、利用しなかった 不明・無回答

（％）
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問 28-７で「３.利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」に

○をつけた人への質問 

問 28-8 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由。 

（○はいくつでも） 

母親では、「仕事が忙しかった」が 42.1％と最も多く、次いで「職場に短時間勤務制

度を取りにくい雰囲気があった」が 36.8％、「短時間勤務にすると給与が減額される」

が 31.6％となっています。 

父親では、「仕事が忙しかった」「短時間勤務にすると給与が減額される」と「配偶者

が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた」が、いず

れも１人となっています。（N数が 1 人のため、構成比(％)ではなく人数で分析） 

 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理由
人数（人）

（N=1）

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 0

仕事が忙しかった 1

短時間勤務にすると給与が減額される 1

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる 0

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 0

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた
1

子育てや家事に専念するため退職した 0

職場に短時間勤務制度がなかった 0

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 0

その他 0

不明・無回答 0

※N数が１人のため、人数で分析

36.8

42.1

31.6

5.3

0.0

18.4

2.6

21.1

5.3

10.5

0.0

0 20 40 60

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

不明・無回答

（％）（N=38）

＜父親＞ 
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問 28-３で「２.現在も育児休業中である」に○をつけた人への質問 

問 28-９ 子どもが１歳になるまで必ず預けられるサービスがあればどうするか。 

（１つに○） 

母親では、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 83.3％、「１歳になる前に職

場復帰したい」が 5.6％となっています。 

父親では、分析対象者がいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.3 5.6 11.1

0 20 40 60 80 100

母親（N=36）

１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に職場復帰したい

不明・無回答

（％）
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７．その他 

問 29 和歌山県の「在宅育児支援給付金」のような給付金があれば、在宅での

育児についてどのように考えるか。（１つに○） 

「給付金があれば、在宅での育児を検討する」が 52.6％と最も多く、次いで「給付

金があっても、在宅での育児は考えていない」が 30.8％、「その他」が 9.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-１ どのくらいの支給額であれば、在宅での育児を検討するか。 

（１つに○） 

「月額30,000円」が37.3％と最も多く、次いで「月額30,000円以上」が36.8％、

「月額 15,000円」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.6 30.8 9.6 7.0

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=416）

給付金があれば、在宅での育児を検討する

給付金があっても、在宅での育児は考えていない

その他

不明・無回答

（％）

13.2 37.3 36.8 12.7

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=416）

月額15,000円（現行の支給額）

月額30,000円（現行支給額の２倍程度）

月額30,000円以上（現行支給額の２倍以上）

不明・無回答

（％）
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１      ２      ３      ４      ５ 

（数字の見方） 

問 30 紀の川市の子育ての環境や支援制度への満足度（５段階評価）。 

（１つに○） 

「（満足度）３」が47.1％と最も多く、次いで「４」が28.6％、「２」が11.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6 11.1 47.1 28.6 6.0 2.6

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=416）

1 2 3 4 5 不明・無回答

（％）

普 通 満足度が低い 満足度が高い 

【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、「１」が 2.9 ポイント減、「２」が 2.6 ポイント減、「３」

が 2.3 ポイント増、「４」が 8.6 ポイント増、「５」が 3.3 ポイント増となっています。 

 

前回調査の結果 

 

 

 

 

 

 

7.5 13.7 44.8 20.0

2.7

11.3

0 20 40 60 80 100

就学前

（N=415）

1 2 3 4 5 不明・無回答

（％）
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Ⅳ 小学生の児童に関する調査結果 

１．地域の子育て支援事業の利用状況 

問 14 地域子育て支援センターの利用の有無（１つに○）と、利用したことが

ある人の利用頻度（数字で記入）。 

「利用したことがある」が 31.8％、「利用したことはない」が 65.3％となっていま

す。 

利用したことがある人の利用頻度（週間）では、「２回」が 9.2％と最も多く、次いで

「１回」が 6.2％、「３回」が 4.6％となっています。 

利用したことがある人の利用頻度（月間）では、「１回」が 40.0％と最も多く、次い

で「２回」が 17.7％、「３回」が 3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.8 65.3 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

（N=409）

利用したことがある 利用したことはない 不明・無回答

＜利用頻度／週間＞ ＜利用頻度／月間＞ 

40.0 

17.7 

3.8 

1.5 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

33.8 

0 20 40 60

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回以上

不明・無回答

（％）（N=130）

6.2 

9.2 

4.6 

1.5 

1.5 

0.0 

0.0 

76.9 

0 20 40 60 80

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明・無回答

（％）（N=130）
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問 20 下記の施設や事業等についての、「認知度（知っている）」「利用度（こ

れまでに利用したことがある）」「利用意向（今後利用したい）」。 

（それぞれ１つに○） 

認知度では、「教育相談員／スクールカウンセラー」と「ファミリー・サポート・セン

ター（そらまめサポート）」で、「はい（知っている）」が 8割近くとなっています。 

「和歌山県子ども・女性・障害者相談センターの相談事業」で、「はい」が約半数、

「家庭児童相談室（こども課内）」で、「はい」が約４割となっています。 

 

＜認知度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用度では、「家庭児童相談室」「ファミリー・サポート・センター」「和歌山県子ど

も・女性・障害者相談センターの相談事業」は、いずれも「いいえ（利用したことがな

い）」が 8割を超えています。 

「教育相談員／スクールカウンセラー」は、「いいえ」が８割近くとなっています。 

 

＜利用度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.1 

79.5

79.2

48.9

59.2 

17.4

18.1

48.4

2.7 

3.2

2.7

2.7

0 20 40 60 80 100

家庭児童相談室

（こども課内）

教育相談員／スクールカウンセラー

ファミリー・サポート・センター

（そらまめサポート）

和歌山県子ども・女性・

障害者相談センターの相談事業

はい いいえ 不明・無回答

（％）（N=409）

2.4 

8.3

4.9

3.9

84.1 

79.7

83.4

83.9

13.4 

12

11.7

12.2

0 20 40 60 80 100

家庭児童相談室

（こども課内）

教育相談員／スクールカウンセラー

ファミリー・サポート・センター

（そらまめサポート）

和歌山県子ども・女性・

障害者相談センターの相談事業

はい いいえ 不明・無回答

（％）（N=409）
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利用意向では、「教育相談員／スクールカウンセラー」で、「はい（今後利用したい）」

が 3 割を超えています。 

「家庭児童相談室」で、「はい」が２割近くとなっています。 

「ファミリー・サポート・センター」と「和歌山県子ども・女性・障害者相談センタ

ーの相談事業」で、「はい」が 15％近くとなっています。 

 

＜利用意向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子どもの病気の際の対応 

問 16 過去 1年間に、病気やケガで子どもが学校を休んだことがあるか。 

（○は 1つ） 

「あった」が 70.2％、「なかった」が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.8 

31.5

14.7

14.4

62.8 

51.1

69.4

69.9

17.4 

17.4

15.9

15.6

0 20 40 60 80 100

家庭児童相談室

（こども課内）

教育相談員／スクールカウンセラー

ファミリー・サポート・センター

（そらまめサポート）

和歌山県子ども・女性・

障害者相談センターの相談事業

はい いいえ 不明・無回答

（％）（N=409）

70.2 28.6 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

（N=409）

あった なかった 不明・無回答
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問 16-1 子どもが病気やケガで学校を休んだ場合の対処方（○はいくつでも）

と、それぞれの日数（数字で記入）。 

「母親が休んだ」が 71.1％と最も多く、次いで「（同居者を含む）親族・知人に子ど

もをみてもらった」が 42.5％、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみ

た」が 17.4％となっています。 

対処の日数では、「父親が休んだ」「母親が休んだ」「親族・知人にみてもらった」と

「父母のうち就労していない方が子どもをみた」でいずれも「１日」が、「ファミリー・

サポート・センターを利用」で「３日」が、「仕方なく子どもだけで留守番」で「１日」

と「２日」が、「その他」で「２日」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜対処した日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.5 

71.1 

42.5 

17.4 

0.0 

0.0 

0.3 

10.5 

2.1 

0.7 

0 20 40 60 80

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した（保育所(園)等のサービスを含む）

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

（％）（N=287）

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日
不明・

無回答

１．父親が休んだ（N=33） 45.5  24.2  6.1   3.0   0.0   0.0   3.0   0.0   0.0   9.1   9.1   

２．母親が休んだ（N=204） 26.0  22.1  14.7  4.4   7.8   1.5   4.4   0.5   0.0   8.8   9.8   

３．親族・知人にみてもらった
　　（N=122）

23.8  23.0  22.1  3.3   8.2   0.0   1.6   0.0   0.0   8.2   9.8   

４．父母のうち就労していない
　　方が子どもをみた（N=50）

22.0  16.0  16.0  2.0   16.0  0.0   6.0   0.0   0.0   10.0  12.0  

５．病児・病後児保育を利用（N=0） 0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   

６．ベビーシッターを利用（N=0） 0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   

７．ファミリー・サポート・

　　センターを利用（N=1）
0.0   0.0   100.0 0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   

８．仕方なく子どもだけで留守番
　　（N=30）

36.7  36.7  13.3  0.0   10.0  0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   3.3   

９．その他（N=6） 16.7  50.0  16.7  0.0   16.7  0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「７」「９」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意
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問 16-１で「１.父親が休んだ」「２.母親が休んだ」のいずれかに○をつけた人

への質問 

問 16-２ その際、病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思ったか 

（１つに○）また、何日くらい利用したいと思ったか（数字で記入）。 

「利用したい」が 15.2％、「利用したいとは思わない」が 82.4％となっています。 

利用希望日数では、「５日」が 21.9％と最も多く、次いで「２日」が 18.8％、「３

日」と「４日」がともに 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用希望日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.2 82.4 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

（N=210）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

不明・無回答

9.4 

18.8 

12.5 

12.5 

21.9 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

9.4 

12.5 

0 10 20 30 40

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日以上

不明・無回答

（％）（N=32）
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問 16-２で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた

人への質問 

問 16-３ 上記の目的で子どもを預ける場合、どんな形が望ましいか。 

（○はいくつでも） 

「小児科等の病院に併設した施設で子どもを保育する事業」が 93.8％と最も多く、

次いで「地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育するサービス」が 37.5％、「そ

の他」が 3.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-２で「２.利用したいとは思わない」に○をつけた人への質問 

問 16-４ そう思う理由（〇はいくつでも） 

「親が仕事を休んで対応する」が 58.4％と最も多く、次いで「病児・病後児を他人

にみてもらうのは不安」が 46.2％、「利用料がかかる・高い」が 22.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.8 

37.5 

3.1 

0.0 

0 20 40 60 80 100

小児科等の病院に併設した施設で

子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の

身近な場所で保育するサービス

その他

不明・無回答

（％）（N=32）

46.2 

8.1 

2.9 

22.0 

15.6 

58.4 

11.6 

3.5 

0 20 40 60 80

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域のサービスの質に不安がある

地域のサービスの利便性（立地や

利用可能時間日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

不明・無回答

（％）（N=173）
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３．放課後や休日の過ごし方について 

問 17 子どもに放課後の時間をどこで過ごさせたいか（○はいくつでも）、ま

た、希望する週当たり日数と時間（数字で記入）。 

低学年では、「自宅」が 69.2％と最も多く、次いで「習い事」が 56.2％、「放課後児

童クラブ」が 37.3％となっています。 

高学年では、「自宅」が 76.3％と最も多く、次いで「習い事」が 61.6％、「祖父母宅

や友人・知人宅」が 28.9％となっています。 

 

＜低学年（１～３年生）の間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高学年（４～６年生）の間＞ 

 

 

 

  

76.3 

28.9 

61.6 

4.2 

3.2 

10.0 

0.0 

17.8 

10.0 

0 20 40 60 80

自 宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=409）

69.2 

35.3 

56.2 

1.5 

6.0 

37.3 

0.0 

14.4 

1.0 

0 20 40 60 80

自 宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=201）
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【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、低学年では「自宅」が 9.8 ポイント増、「祖父母宅や友

人・知人宅」が 4.4 ポイント増、「習い事」が 8.3 ポイント増、「放課後児童クラブ」が

2.7 ポイント増となっています。 

高学年では、「自宅」が 8.1 ポイント増、「祖父母宅や友人・知人宅」が 0.6 ポイント

減、「習い事」が 2.2 ポイント増、「放課後児童クラブ」が 14.9 ポイント減となっていま

す。 

 

前回調査の結果<低学年> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査の結果<高学年> 

 

 

 

 

 

 

59.4 

30.9 

47.9 

2.3 

34.6 

0.5 

10.6 

3.7 

0 20 40 60 80

自 宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=217）

68.2

29.5

59.4

2.3

24.9

0.5

11.5

4.6

0 20 40 60 80

自 宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

（％）（N=217）

前回の選択肢に「放課後子ども教室」は、なし 
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低学年の希望する利用日数は、「自宅」で「３日」が、「祖父母や友人・知人宅」で「１

日」が、「習い事」で「２日」が、「児童館」で「１日」と「２日」が、「放課後子ども教

室」で「１日」が、「放課後児童クラブ（学童保育）」で「５日」が、「その他」で「１

日」が、それぞれ最も多くなっています。 

放課後児童クラブの希望利用時間（終了時刻）では、「18時」が 40.0％と最も多く、

次いで「17 時」が 34.7％、「19 時」が 9.3％となっています。 

 

＜低学年／希望利用日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜低学年／放課後児童クラブの希望利用（終了）時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日
不明・

無回答

１．自宅（N=139） 9.4  17.3 22.3 9.4  20.1 2.9  7.9  10.8 

２．祖父母や友人・知人宅（N=71） 36.6 22.5 15.5 7.0  7.0  0.0  1.4  9.9  

３．習い事（N=113） 23.0 36.3 28.3 4.4  1.8  1.8  0.0  4.4  

４．児童館（N=3） 33.3 33.3 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  33.3 

５．放課後子ども教室（N=12） 41.7 8.3  16.7 0.0  33.3 0.0  0.0  0.0  

６．放課後児童クラブ（学童保育）

　　（N=75）
0.0  4.0  20.0 14.7 48.0 6.7  0.0  6.7  

７．ファミリー・サポート・

　　センター(N=0）
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

８．その他（N=29） 31.0 24.1 20.7 3.4  10.3 0.0  0.0  10.3 

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

※「４」「７」は、N数が少ない（10人未満）ことに注意

8.0 

34.7 

40.0 

9.3 

2.7 

5.3 

0 20 40 60

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=75）
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高学年の希望する利用日数では、「自宅」で「５日」が、「祖父母や友人・知人宅」で

「１日」が、「習い事」で「２日」が、「児童館」で「１日」が、「放課後子ども教室」で

「１日」が、「放課後児童クラブ（学童保育）」で「５日」が、「その他」で「１日」が、

それぞれ最も多くなっています。 

放課後児童クラブの希望利用時間（終了時刻）では、「18時」が 46.3％と最も多く、

次いで「17 時」が 24.4％、「19 時」が 14.6％となっています。 

 

＜高学年 希望利用日数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高学年 放課後児童クラブの希望利用（終了）時間＞ 

 

 

 

 

 

 

  

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日
不明・

無回答

１．自宅（N=312） 10.9  19.6  17.0  7.7   26.6  1.6   5.4   11.2  

２．祖父母や友人・知人宅（N=118） 35.6  28.0  15.3  4.2   9.3   0.8   0.8   5.9   

３．習い事（N=252） 9.1   36.9  34.1  10.3  2.8   0.8   0.0   6.0   

４．児童館（N=17） 47.1  29.4  0.0   5.9   0.0   0.0   0.0   17.6  

５．放課後子ども教室（N=13） 38.5  30.8  23.1  0.0   0.0   0.0   0.0   7.7   

６．放課後児童クラブ（学童保育）

　　（N=41）
4.9   9.8   29.3  4.9   43.9  2.4   0.0   4.9   

７．ファミリー・サポート・

　　センター(N=0）
0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   0.0   

８．その他（N=73） 42.5  28.8  11.0  5.5   2.7   1.4   0.0   8.2   

（％）

※濃い色の塗りつぶしはいちばん多いもの、薄い色の塗りつぶしは次に多いもの

0.0 

24.4 

46.3 

14.6 

4.9 

9.8 

0 20 40 60

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=41）
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問 17 の（１）または（２）で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつ

けた人への質問 

問 18 土曜日と日曜日・祝日、または夏休みや冬休みなどの長期休暇中に、放

課後児童クラブの利用希望はあるか。（それぞれ１つに○） 

土曜日では、「利用する必要はない」が 57.8％と最も多く、次いで「月に１～２回は

利用したい」が 24.4％、「ほぼ毎週利用したい」が 14.4％となっています。 

日曜日・祝日では、「利用する必要はない」が 78.9％と最も多く、次いで「月に１～

２回は利用したい」が 14.4％、「ほぼ毎週利用したい」が 2.2％となっています。 

夏休み・冬休みなど長期休暇中では、「ほぼ毎週利用したい」が 86.7％と最も多く、

次いで「月に１～２回は利用したい」が 10.0％、「利用する必要はない」が 2.2％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の希望する開始時間では、「８時」が 60.0％と最も多く、次いで「７時」と「９

時」がともに 17.1％となっています。 

土曜日の希望する終了時間では、「18時」が 42.9％と最も多く、次いで「17 時」

が 17.1％、「13 時」が 11.4％となっています。 

 

＜土曜日／希望開始時間＞        ＜土曜日／希望終了時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.8 

78.9 

2.2 

14.4 

2.2 

86.7 

24.4 

14.4 

10.0 

3.3 

4.4 

1.1 

0 20 40 60 80 100

土曜日

日曜日・祝日

夏休み・冬休みなど長期休暇中

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

（％）（N=90）

0.0 

17.1 

60.0 

17.1 

2.9 

0.0 

2.9 

0 20 40 60 80

6時

7時

8時

9時

10時

11時

不明・無回答

（％）（N=35）

2.9 

11.4 

5.7 

5.7 

2.9 

17.1 

42.9 

5.7 

2.9 

2.9 

0 20 40 60 80

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=35）
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日曜日・祝日の希望する開始時間では、「８時」が 53.3％と最も多く、次いで「９時」

が 26.7％、「７時」と「10 時」が 6.7％となっています。 

日曜日・祝日の希望する終了時間では、「18時」が 33.3％と最も多く、次いで「12

時」「16 時」と「17 時」がいずれも 13.3％となっています。 

 

＜日曜日・祝日／希望開始時間＞    ＜日曜日・祝日／希望終了時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の希望する開始時間では、「８時」が 59.8％と最も多く、次いで「７時」

が 19.5％、「９時」が 13.8％となっています。 

長期休暇中の希望する終了時間では、「18 時」が 40.2%と最も多く、次いで「17

時」が 29.9％、「19 時」が 10.3％となっています。 

 

＜長期休暇中／希望開始時間＞     ＜長期休暇中／希望終了時間＞ 

 

 

 

 

 

  

13.3 

0.0 

0.0 

6.7 

13.3 

13.3 

33.3 

6.7 

6.7 

6.7 

0 20 40 60 80

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=15）

0.0 

6.7 

53.3 

26.7 

6.7 

0.0 

6.7 

0 20 40 60 80

6時

7時

8時

9時

10時

11時

不明・無回答

（％）（N=15）

0.0 

19.5 

59.8 

13.8 

2.3 

0.0 

4.6 

0 20 40 60 80

6時

7時

8時

9時

10時

11時

不明・無回答

（％）（N=87）

1.1 

0.0 

0.0 

4.6 

8.0 

29.9 

40.2 

10.3 

1.1 

4.6 

0 20 40 60 80

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

不明・無回答

（％）（N=87）
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問 17 の（１）または（２）で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつ

けた人への質問 

問 18-１ 放課後児童クラブに希望することは何か。（○はいくつでも） 

「利用中の子どもの安全確保」が 54.4％と最も多く、次いで「指導員の質の向上」

が 52.2％、「受け入れ人数の拡大」が 38.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.4 

52.2 

22.2 

36.7 

38.9 

16.7 

22.2 

36.7 

54.4 

7.8 

4.4 

0 20 40 60

指導員の数の増加

指導員の質の向上

自宅や職場の近所で利用できること

施設の広さや設備の充実

受け入れ人数の拡大

利用条件の緩和

保育時間の延長

保育料の軽減

利用中の子どもの安全確保

その他

不明・無回答

（％）（N=90）
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４．職場の両立支援制度について 

問 19 子どもが生まれた時の育児休業取得の有無。（それぞれ１つに○） 

母親では、「働いていなかった」が 58.9％と最も多く、次いで「取得した（取得中で

ある）」が 25.4％、「取得していない」が 13.0％となっています。 

父親では、「取得していない」が 85.8％と最も多く、次いで「取得した（取得中であ

る）」が 1.2％、「働いていなかった」が 0.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

58.9 

0.5

25.4 

1.2

13.0 

85.8

2.7 

12.5

0 20 40 60 80 100

母親（N=409）

父親（N=409）

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

（％）

【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、母親では、「働いていなかった」が 3.3 ポイント減、「取

得した（取得中である）」が 1.9 ポイント増、「取得していない」が 1.9 ポイント増となっ

ています。 

高学年では、「働いていなかった」が 0.9 ポイント減、「取得した（取得中である）」が

0.7 ポイント増、「取得していない」が 0.5 ポイント増となっています。 

 

前回調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.2 

1.4

23.5 

0.5

11.1 

85.3

3.2 

12.8

0 20 40 60 80 100

母親（N=217）

父親（N=217）

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

（％）
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問 19 で「３.取得していない」に○をつけた人への質問 

問 19-１ 育児休業を取得しなかった理由。（○はいくつでも） 

「制度を利用する必要がなかった（配偶者が家にいる、祖父母や親族にみてもらえる

など）」が 36.9％と最も多く、次いで「仕事が忙しかった」が 28.5％、「職場に育児休

業を取りにくい雰囲気があった」が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.6

28.5

1.1

3.9

5.3

19.6

2.5

16.5

36.9

6.1

14.8

0.6

0.6

0.8

4.7

6.7

0 10 20 30 40

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

（取得したら）仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

制度を利用する必要がなかった（配偶者が家に

いる、祖父母や親族にみてもらえるなど）

子育てや家事に専念するため退職した

職場（自営業、農業等含む）に育児休業の

制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、仕事を辞めた

その他

不明・無回答

（％）（N=358）
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問 19-２ 育児休業や保険料免除の制度を知っているか。（１つに○） 

「育児休業のみ知っていた」が 41.3％と最も多く、次いで「育児休業、保険料免除

のいずれも知っていた」が 27.9％、「育児休業、保険料免除のいずれも知らなかった」

が 15.2％となっています。 

※育児休業：子どもが１歳（一定の要件を満たす場合は１歳６か月）になるまで休業できる制度。 

※保険料免除：子どもが満３歳になるまでの育児休業等の期間は、健康保険や厚生年金保険の保険料が免

除になる制度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 で「２. 取得した（取得中である）」に○をつけた人への質問 

問 19-３ 育児休業取得後、職場に復帰したか。（それぞれ１つに○） 

母親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 87.5％と最も多く、次いで「育児

休業中に離職した」が 3.8％となっています。「現在も育児休業中である」と答えた人

はいませんでした。 

父親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 80.0％と最も多くなっています。

「育育児休業中に離職した」と「現在も育児休業中である」と答えた人は、ともにいま

せんでした。 

 

 

 

 

 

 

  

27.9 41.3

0.2

15.2 15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

（N=409）

育児休業、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業、保険料免除のいずれも知らなかった

不明・無回答

87.5

80.0

0.0

0.0

3.8

0.0

8.7

20.0

0 20 40 60 80 100

母親（N=104）

父親（N=5）

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

（％）
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問 19-３で「１. 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた人への質問 

問 19-４ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせ

たタイミングだったか、それ以外だったか。（それぞれ１つに○） 

母親では、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 36.3％、「それ以外だ

った」が 61.5％となっています。 

父親では、「それ以外だった」が 100.0％となっています。（Ｎ数が４人と少数であ

ることに注意） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19-５ 育児休業の取得期間（実際）と、取得したかった期間（希望）。 

（数字で記入） 

母親の取得期間（実際）では、「1 年以上 2 年未満」が 62.6％と最も多く、次いで

「１年未満」が 14.3％、「2 年以上 3 年未満」が 13.2％となっています。 

母親の取得期間（希望）では、「1 年以上 2 年未満」が 38.5％と最も多く、次いで

「３年以上４年未満」が 26.4％、「２年以上３年未満」が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

  

36.3

0.0

61.5

100.0

2.2

0.0

0 20 40 60 80 100

母親（N=91）

父親（N=4）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった

それ以外だった

不明・無回答

（％）

14.3

62.6

13.2

6.6

1.1

1.1

0

1.1

0 20 40 60 80

1年未満

1年以上2年未満

2年以上3年未満

3年以上4年未満

4年以上5年未満

5年以上6年未満

6年以上

不明・無回答

（％）（N=91）

2.2

38.5

17.6

26.4

1.1

1.1

1.1

12.1

0 20 40 60 80

1年未満

1年以上2年未満

2年以上3年未満

3年以上4年未満

4年以上5年未満

5年以上6年未満

6年以上

不明・無回答

（％）（N=91）

＜母親／実際＞ ＜母親／希望＞ 
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父親の取得期間（実際）では、「1 年未満」が１人となっています。 

父親の取得期間（希望）では、有効回答がありませんでした。（N 数が４人と少数の

ため、構成比（％）ではなく、人数で分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の職場復帰時期と希望の復帰時期の相違では、母親は「希望の時期より早く復帰

した」が 52.7％と最も多く、次いで「希望の時期と同じ時期に復帰した」が 33.0％、

「希望の時期より遅く復帰した」が 2.2％となっています。 

父親は、有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

期間
人数（人）

（N=6）

1年未満 1

1年以上2年未満 0

2年以上3年未満 0

3年以上4年未満 0

4年以上5年未満 0

5年以上6年未満 0

6年以上 0

不明・無回答 3

※Ｎ数が４人のため、人数で分析

期間
人数（人）

（N=6）

1年未満 0

1年以上2年未満 0

2年以上3年未満 0

3年以上4年未満 0

4年以上5年未満 0

5年以上6年未満 0

6年以上 0

不明・無回答 4

※Ｎ数が４人のため、人数で分析

＜父親／実際＞ ＜父親／希望＞ 

52.7

0.0

2.2

0.0

33.0

0.0

12.1

100.0

0 20 40 60 80 100

母親（N=91）

父親（N=4）

希望の時期より早く復帰した 希望の時期より遅く復帰した

希望の時期と同じ時期に復帰した 不明・無回答

（％）
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問 19-５で実際の復帰時期と希望の復帰時期が異なる人への質問 

問 19-６ 希望の時期に職場復帰しなかった理由。（○はいくつでも） 

●希望より早く復帰した人の理由 

母親では、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 37.5％と最も多く、次

いで「その他」が 29.2％、「経済的な理由で早く復帰する必要があったため」が 27.1％

となっています。 

父親では、分析対象者がいませんでした。 

 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

20.8

2.1

27.1

37.5

29.2

8.3

0 10 20 30 40

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

不明・無回答

（％）（N=48）

―「その他」の回答（主なもの）－ 

職場の制度で育児休業が１年しかとれないから（６件）／会社の要請があったた

め（２件）／会社に育児休業の制度がなかったため／昇給・昇格が気になったた

め／長期間休むことに不安があったため／職場の人数が少なく、仕事がまわらな

いため／仕事が気分転換になるから／仕事をやめた 
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●希望より遅く復帰した人の理由 

母親では、「希望する保育所に入れなかったため」と「その他」がともに１人となっ

ています。（N数が２人と少数のため、構成比(％)ではなく、人数で分析） 

父親データは、分析対象者がいませんでした。 

 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19-３で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた人への質問 

問 19-７ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用したか。 

（１つに○） 

母親では、「利用したかったが、利用しなかった」が 44.0％と最も多く、次いで「利

用した」が 28.6％、「利用する必要がなかった」が 25.3％となっています。 

父親では、「利用する必要がなかった」が 100.0％となっています。（N 数が４人と

少数であることに注意） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理由
人数（人）

（N=2）

希望する保育所に入れなかったため 1

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 0

配偶者や家族の希望があったため 0

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 0

子どもをみてくれる人がいなかったため 0

その他 1

不明・無回答 0

※Ｎ数が少ないため、人数で分析

25.3

100.0

28.6

0.0

44.0

0.0

2.2

0.0

0 20 40 60 80 100

母親（N=91）

父親（N=4）

利用する必要がなかった 利用した

利用したかったが、利用しなかった 不明・無回答

（％）
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問 19-７で「３.利用したかったが、利用しなかった」に○をつけた人への質問 

問 19-８ 利用しなかった（利用できなかった）理由。（○はいくつでも） 

母親では、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 60.0％と最も多

く、次いで「仕事が忙しかった」が 42.5％、「短時間勤務にすると給与が減額される」

が 27.5％となっています。 

父親では、分析対象者がいませんでした。 

 

＜母親＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.0

42.5

27.5

0.0

0.0

2.5

0.0

17.5

15.0

10.0

2.5

0 20 40 60 80

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

不明・無回答

（％）（N=40）
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５．子どもの生活について 

問 20 過去１年間に、お金がなくて家族が必要とする食料や衣服が買えないこ

とがあったか。（１つに○） 

「なかった」が 87.5％と最も多く、次いで「年に１～３回ぐらいあった」が 6.8％、

「月に１～３回ぐらいあった」が 2.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 子どもに、最終学歴としてどのくらいまで学ばせたいか。（１つに○） 

「大学」が 63.3％と最も多く、次いで「高校」と「高等専門学校・短期大学」がと

もに 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2

2.0

6.8

87.5

2.4

0 20 40 60 80 100

毎週あった

月に１～3回ぐらいあった

年に１～３回ぐらいあった

なかった

不明・無回答

（％）（N=409）

0.0

8.1

7.3

8.1

63.3

1.7

2.0

7.6

2.0

0 20 40 60 80

中学校

高校

専門学校

高等専門学校・短期大学

大学

大学院

その他

わからない

不明・無回答

（％）（N=409）
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問 22 家庭にないもの。（○はいくつでも） 

「子ども用の携帯電話・スマートフォン」が 41.6％と最も多く、次いで「大人用の

自転車」が 30.3％、「あてはまるものはない」が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 子どもにかかる費用のうち、経済的に負担が大きいと感じるものは何か。 

（○はいくつでも） 

「学習塾や習い事にかかる費用」が 67.2％と最も多く、次いで「制服・体操服の購

入費」が 38.1％、「給食費等の学校の諸経費」が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.8

14.7

2.2

30.3

1.0

21.3

41.6

0.0

0.7

7.3

27.6

2.7

0 20 40 60

子ども用のスポーツ用品

ゲーム機

子ども用の自転車

大人用の自転車

エアコン

電話（固定電話）

子ども用の携帯電話・スマートフォン

大人用の携帯電話・スマートフォン

自家用車

急な出費のための貯金（５万円以上）

あてはまるものはない

不明・無回答

（％）（N=409）

17.6

11.5

5.4

38.1

67.2

16.9

15.4

4.6

5.1

1.7

14.9

1.7

0 20 40 60 80

給食費等の学校の諸経費

辞書・習字道具等の教材購入費

学校の部活動にかかる費用

制服・体操服の購入費

学習塾や習い事にかかる費用

ゲームやスポーツ用品の購入費

スマートフォン等の通信料金

バスや電車等の交通費

医療費

その他

大きな負担を感じるものはない

不明・無回答

（％）（N=409）
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問 24 現在または将来的に、次のような支援があったら利用したいと思うか。

（○はいくつでも） 

「夏休みや冬休みなどの長期休暇中に、子どもたちが学習できる場所」が 61.4％と

最も多く、次いで「保護者が家にいないときに、子どもが安心して過ごすことができる

場所やサービスの提供」が 53.5％、「仲間と出会い、一緒に自然体験や集団遊び等いろ

いろな活動ができるところ」が 44.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 紀の川市の子育ての環境や支援制度への満足度（５段階評価）。 

（１つに○） 

「（満足度）３」が 56.0％と最も多く、次いで「４」が 24.9％、「２」が 10.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.5

42.5

23.0

44.0

61.4

33.7

22.5

3.2

5.1

2.2

0 20 40 60 80

保護者が家にいないときに、子どもが安心して

過ごすことができる場所やサービスの提供

生活や就学のための経済的な補助

進路や生活等について何でも相談できるところ

仲間と出会い、一緒に自然体験や集団遊び等

いろいろな活動ができるところ

夏休みや冬休みなどの長期休暇中に、

子どもたちが学習できる場所

地域において職業体験ができるところ

子どものみで無料もしくは低料金で食事ができる場所の提供

その他

特にない

不明・無回答

（％）（N=409）

（数字の見方） 

普 通 満足度が低い 満足度が高い 

１      ２      ３      ４      ５ 

3.9 

10.0 56.0 24.9 

3.2 

2.0 

0 20 40 60 80 100

小学生

（N=409）

1 2 3 4 5 不明・無回答

（％）
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【前回調査との比較】 

前回の調査との比較でみると、「１」が 1.2 ポイント減、「２」が 6.1 ポイント減、「３」

が 7.6 ポイント増、「４」が 10.6 ポイント増、「５」が 1.4 ポイント増となっています。 

 

前回調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 16.1 48.4 14.3 

1.8 

14.3 

0 20 40 60 80 100

小学生

（N=217）

1 2 3 4 5 不明・無回答

（％）
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